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2広報ねやがわ
平成 30年４月号

選
ば
れ
続
け
る

「
魅
力
あ
る
ま
ち
」
と 

な
る
た
め
に

　

市
長
就
任
以
来
、
市
民
に
暮
ら
し

が
良
く
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
・
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、「
命
を
守
る
」

こ
と
を
基
本
と
し
、
将
来
の
人
口
減

少
に
も
対
応
す
る
た
め
、
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」「
救
命
救
急

体
制
、
防
災
対
策
の
強
化
」
に
重
点

を
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
は
、

本
市
が
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
、
着
実
に
そ
の

成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
、
本
市
内

で
大
変
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
痛
恨

の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
行
政
と
し
て

何
を
す
べ
き
な
の
か
不
断
に
問
い
続

け
、
市
一
丸
と
な
っ
て
安
全
で
安
心

な
ま
ち
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
28
年
６
月
、
私
は
中
核
市
を

目
指
す
こ
と
を
表
明
い
た
し
ま
し

た
。
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
大

き
く
推
進
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

組
織
体
制
の
改
革
、
都
市
格
の
向
上

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。

　

本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
内

外
の
皆
様
か
ら
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る

ま
ち
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

各
方
面
か
ら
の
御
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
サ
ク
ラ

☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
市
内
外
の

人
々
を
結
ぶ
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
２
回
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
市
の
特
長
的
な

施
策
・
事
業
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
も
ま
た
、
日
本
各
地
で
風
水

害
や
地
震
に
よ
る
被
害
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
本
市
に
は
地
域
活
動
が
活
発

で
あ
る
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。

日
本
一
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い

く
た
め
に
は
、そ
の
強
み
を
い
か
し
、

社
会
全
体
で
地
域
を
見
守
る
体
制
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

進
行
す
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
、
公
共
施
設
等
の
一
斉
更
新
時
期

の
到
来
な
ど
の
非
常
に
厳
し
い
課
題

を
乗
り
越
え
、
選
ば
れ
続
け
る
都
市

と
な
る
た
め
、
市
民
の
声
を
一
つ
一

つ
丁
寧
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、

戦
略
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
寝
屋
川

市
を
「
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
」
に
す

る
た
め
の
挑
戦
を
続
け
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
飛
躍
の
と
き

　

平
成
30
年
度
は
、
私
が
所
信
表
明

で
お
約
束
し
た
こ
と
を
完
成
さ
せ
、

市
民
の
皆
様
に
そ
の
成
果
を
実
感
し

て
い
た
だ
く
年
度
と
し
て
、
ま
た
、

平
成
31
年
度
の
中
核
市
へ
の
移
行
に

向
け
た
年
度
と
し
て
、
今
こ
そ
、
飛

躍
す
る
と
き
で
あ
り
ま
す
。

　
「
政
治
は
暮
ら
し
で
あ
る
」
と
い

う
信
念
に
基
づ
き
、
寝
屋
川
市
が
持

て
る
全
て
の
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
職
員
と
と
も
に
、
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

2

基本方針
◦安全・安心の基盤を固める

◦�確かな未来のための『子育て・教
育』を築き上げる

◦�ゆとりやにぎわい、潤いのあるまちへ

◦�市民が愛着と誇りをもつ洗練された
まちへ

市
政
運
営
方
針

平
成30年度

　平成30年３月市議会定例会で
北川市長が発表しました。
　全文は市ホームページ「企画政
策課」で見ることができます。

問　企画政策課

「中核市への移行」と
「笑顔が広がるまちの
実現」に向けた挑戦



33 広報ねやがわ
平成 30年４月号

健
康
・
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

主
要
な
施
策
・
事
業

平
成30年度

　

中
核
市
移
行
に
伴
う
市
保
健
所
設
置
に

向
け
、施
設
改
修
な
ど
の
環
境
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
　
）内
は
当
初
予
算
額

市
保
健
所
の
設
置
に

向
け
た
取
り
組
み

（
１
億
１
４
３
６
万
円
）

待
機
児
童 

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ
ン
の
推
進

（
２
億
１
７
４
２
万
円
）

（
仮
称
）福
祉・子
育
て
安
心

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
の
開
設

（
４
０
０
万
円
）

軽
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
用
な
ど
の
助
成

（
１
９
０
万
円
）

子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
の

開
設

（
３
億
８
１
０
５
万
円
）

子
ど
も
を
守
る
位
置
情
報（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）サ
ー
ビ
ス
の
運
用

（
１
５
４
１
万
円
）

　

高
齢
者
介
護
・
障
害
者
福
祉
や
子
育
て

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
24
時
間
３
６
５

日
受
け
付
け
、
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

専
用
電
話
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

難
聴
児
の
健
全
な
発
育
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、軽
度
を

含
む
難
聴
児
に
対
し
て
補
聴
器
の
購
入・修
理
、電
池
交
換
費
用
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
へ
の
更
な
る
支
援
の
充
実

の
た
め
、
子
ど
も
室
内
遊
び
ス
ペ
ー
ス
や

一
時
預
か
り
な
ど
、
子
ど
も
と
保
護
者
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
「
子
育
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
館
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

児
童
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
市
立
小
学
校
１
年
生
に
通
信
端
末
を
配
布

し
、
保
護
者
の
携
帯
端
末
な
ど
か
ら
子
ど
も
の
現
在
位
置
が
確
認
で
き
る
位
置
情
報

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

子
ど
も
を
守
り
育
て
る
環
境
づ
く
り

　

年
間
を
通
じ
た
待
機
児
童
の
解
消
を
目

指
す
た
め
、
引
き
続
き
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た

に
潜
在
保
育
士
の
就
労
促
進
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。



4広報ねやがわ
平成 30年４月号 4

平成30年度 主要な施策・事業

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

自
助
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
災
マ
ッ
プ
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
国
民
保

護
、
発
災
時
の
対
処
法
な
ど
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
た
防
災
冊
子
を
作
成
し
、
全
戸
配
布

し
ま
す
。

　

管
理
不
全
な
空
き
家
な
ど
の
除
却
費
用

を
補
助
し
、
更
地
と
な
っ
た
跡
地
の
活

用
、
流
通
を
促
進
し
ま
す
。

冊
子「（
仮
称
）命
を
守
る
ね
や
が
わ
防
災
」の
作
成
、

全
戸
配
布（
３
３
６
２
万
円
）

落
ち
葉
の
資
源
化
（
72
万
円
）

非
常
用
食
料
な
ど
の
充
実

（
５
０
９
１
万
円
）

空
き
家
の
除
却
費
の
補
助

（
２
５
０
万
円
）

三
世
代
隣
居
・
近
居
・
同
居

世
帯
へ
の
住
宅
購
入
費
な

ど
の
補
助（
８
０
０
万
円
）

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
備

蓄
物
資
を
市
立
全
小
・
中
学
校
に
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
全
て
の
避
難
所
へ
新
た
に

備
蓄
物
資
を
配
備
し
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
の
充
実
、
市
内
定
住
や
流

入
の
促
進
を
図
る
た
め
、
子
育
て
世
代
と

そ
の
親
世
代
が
市
内
に
隣
居
、
近
居
す
る

た
め
の
住
宅
購
入
費
な
ど
を
補
助
し
ま

す
。

　

犯
罪
抑
止
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
平

成
32
年
度
ま
で
に
市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
総
数
２
０
０
０
台
の
目
標
達
成
に
向

け
、
自
治
会
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費

用
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
通

学
路
な
ど
の
危
険
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ

２
４
０
台
を
設
置
し
ま
す
。

　

各
自
治
会
な
ど
の
清
掃
活
動
で
出
さ
れ
た
落
葉
を
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
循

環
型
社
会
の
推
進
と
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

（
８
０
０
万
円
）



55 広報ねやがわ
平成 30年４月号

平成30年度 主要な施策・事業

生く
ら
し活
や
す
さ
が
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
わ
い
の

ま
ち
づ
く
り

　

市
公
式
ア
プ
リ
を
、
よ
り
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
、
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

で
の
一
時
預
か
り
保
育
の
予
約
な
ど
、
ア

プ
リ
の
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

夏
休
み
に
子
ど
も
が
安
心
し
て
水
に
親
し
み
、
水
遊
び
が
で
き
る
よ
う
、
期
間
限
定

で
小
学
校
の
校
庭
な
ど
に
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
簡
易
プ
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
負
担
軽
減

（
３
億
１
０
０
０
万
円
）

テ
レ
ビ
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

広
告
の
実
施

（
１
３
９
８
万
円
）

市
公
式
ア
プ
リ
の
機
能
強
化

（
２
６
７
万
円
）

（
仮
称
）寝
屋
川
版
プ
ー
ル
ズ
事
業
の
実
施（
２
０
０
０
万
円
）

ビ
デ
オ
通
話
相
談
窓
口
の

拡
充（
１
０
２
万
円
）

サ
ク
ラ
☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進（
２
０
９
４
万
円
）

　

窓
口
で
の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
ビ
デ
オ
通
話
、
多
言
語
翻
訳
、
音
声

文
字
変
換
な
ど
の
ア
プ
リ
機
能
を
活
用
す

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
全
シ
テ
ィ
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
し
ま
す
。

　

桜
を
テ
ー
マ
に
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
植

樹
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業
な
ど
を
引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
広
域
化
に
よ
る
保
険
料
率
の
上
昇
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
運
営

安
定
化
基
金
を
活
用
し
、
保
険
料
率
を
据
え
置
く
な
ど
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

市
の
魅
力
、イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
伝
え
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン
動
画
を
制
作
し
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
告
や
テ
レ
ビ
を

活
用
し
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、市
の
認
知

度
や
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

用語解説
∧
国
民
健
康
保
険
広
域
化
∨

　

平
成
27
年
５
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
都
道
府

県
を
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
、
国
民
健
康

保
険
運
営
の
安
定
化
を
図
る
も
の
で
す
。



66広報ねやがわ
平成 30年４月号

　平成30年度当初予算案が３月市議会
定例会で審議され、可決されました。
　暮らしが良くなったと実感してもらえる
施策・事業の積極的な推進を図るなど、「笑
顔が広がるまち　寝屋川」の実現を目指し
た予算編成としました。

問　財政課

　

一
般
会
計
は
８
３
６
億
９

０
０
０
万
円
で
、
新
ご
み
処

理
施
設
建
設
事
業
の
完
了
な

ど
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
予

算
か
ら
74
億
４
０
０
０
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。
特
別
会

計
は
５
０
２
億
５
７
０
０
万

円
（
対
前
年
度
73
億
６
５
０

０
万
円
減
）、
公
営
企
業
会

計
は
１
８
１
億
２
９
０
０
万

円
（
対
前
年
度
２
億
３
１
０

０
万
円
増
）
と
な
り
、
予
算

総
額
は
１
５
２
０
億
７
６
０

０
万
円
で
、
対
前
年
度
１
４

５
億
７
４
０
０
万
円
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成30年度 一般会計予算

8 3 6 億 9 , 0 0 0 万円

2,916

836億 9,000万円836億 9,000万円

10,764

市　税市　税 28,69728,697 民生費民生費 46,014

議会費など議会費など

総務費総務費 5,745

教育費教育費 6,331

土木費土木費

衛生費衛生費 4,195

消防費消防費

6,792公債費公債費

産業経済費産業経済費

664664

269269

諸収入諸収入

地方消費税
交付金など
地方消費税
交付金など

3,8153,815

4,8414,841

市　債市　債 6,3946,394

地方交付税地方交付税 10,68010,680

国・府支出金国・府支出金 26,77026,770

分担金及び
負担金など
分担金及び
負担金など 2,4932,493

市債の元利償還など市債の元利償還など

道路・下水路・公園の
建設・管理など
道路・下水路・公園の
建設・管理など

枚方寝屋川消防組合負担金や
消防団など
枚方寝屋川消防組合負担金や
消防団など

ごみ・し尿の処理、健康増進などごみ・し尿の処理、健康増進など

議会の運営など議会の運営など

戸籍や住民登録、
市役所の内部経費など
戸籍や住民登録、
市役所の内部経費など

幼稚園、小・中学校、図書館など幼稚園、小・中学校、図書館など

商業・工業・農業の振興など商業・工業・農業の振興など

市民税や固定資産税など市民税や固定資産税など

地方公共団体が等しく事務を行える
ように国から交付されるお金
地方公共団体が等しく事務を行える
ように国から交付されるお金

公共施設の整備などのため、
借り入れるお金
公共施設の整備などのため、
借り入れるお金

国や府からの補助金など国や府からの補助金など

一般会計予算の内訳

歳　出歳　入
単位：百万円単位：百万円

高齢者・児童・障害者の
福祉、生活保護など

特別会計

国 民 健 康 保 険 264億7,100万円（23.5％減） 

介 護 保 険 203億8,900万円（3.6％増） 

後 期 高 齢 者 医 療 32億9,600万円（4.9％増） 

公共用地先行取得事業 1億100万円（54.9％減）

会計別当初予算額（前年度比）

公営企業
会計

水 道 事 業 54億3,800万円（6.0％減）

下 水 道 事 業 126億9,100万円（4.8％増）

全会計予算総額 1,520 億 7,600 万円
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	 ・人権…………………………29
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市民情報ひろば/公共機関・団体
地域で子育て（子育てイベントの案内）
フォトニュース

今月の表紙

　新登場の桜スイーツ。桜のライト
アップ会場や市内洋菓子店で期間限
定販売中です。皆さんも是非食べて
みてください。

4平成30年
（2018年）
No.1381

※�①問い合わせ先は、４月１日付の機構改革以降のもので
す（詳しくは13ページを見てください）②問い合わせ先
の課（室）名に電話番号が記載されていないときは、市役
所代表番号☎824・1181で担当課（室）名を伝えてく
ださい。

＜納付相談など＞
　市税、国民健康保険料については、平常業務のほか
に、毎週木曜日（祝日を除く）午後８時までと毎月第
４日曜日（４月は22日）午前９時～午後５時30分に
納付相談と納付を受け付けています。

＜口座振替が便利です＞
　納期限に自動で口座から引き落として納めることが
できます。納め忘れがなくなりますので利用してくだ
さい。

納期限のお知らせ
～忘れずに納めましょう～

★保育所保育料（保育課）………………５月１日 ★留守家庭児童会保育料（青少年課）………５月１日
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中核市移行
基本方針の
策定

市長が移行を
表明

　法で定められた要件（人口20万人以上）を
満たし、国から指定を受けた市で、横浜市、
大阪市などの政令指定都市に次いで大きな行
政権限を持ち、より多くの行政サービスを実

施することができます。
　全国1,718市町村のうち中核
市は54市だけです（平成30年
４月現在）。

◆ 中核市って何？◆

　

市
が
目
指
す
平
成
31
年
４
月
の
中
核
市
移
行
ま

で
あ
と
１
年
。
３
月
市
議
会
定
例
会
で
、
「
中
核

市
の
指
定
に
係
る
申
出
」
が
可
決
さ
れ
た
の
を

受
け
、
今
後
、
府
の
同
意
、
国
の
指
定
な
ど
の

手
続
を
始
め
、
保
健
所
の
設
置
や
職
員
の
派
遣

研
修
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
向
け
た
準
備

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
「
中
核
市
移
行
基
本
方
針
」
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
な
ど
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

都
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

移
行
に
向
け
た

中核市
ねやがわ

中
核
市
に
な
る
と
、

変
わ
る
こ
と
！

市議会で中核市
の指定に係る
申出が可決

29年
11月30年

３月

平成
28年
6月

市核中
目指しています

寝屋川市は
平成31年４月の

移行を

　

市
は
現
在
、
施
行
時
特
例
市
で

す
が
、
中
核
市
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
現
在
府
が
行
っ
て
い
る
民
生

や
保
健
衛
生
に
関
す
る
も
の
な
ど

約
６
割
の
事
務
を
市
が
行
え
る
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
市
で
保
健

所
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

よ
り
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
特
色
あ

る
新
た
な
施
策
等
に
よ
る
市
の
魅

力
創
造
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

府への
協力要請

28年
7月
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　市が保健所を設置することで、これまで
府の保健所と市がそれぞれ行ってきた保健
衛生に関する事務を一元化し、命を守るよ
り質の高い施策の推進を図ります。

保健所の機能を活用し、
市民の命と健康を守ります

命・子どもを守る施策 ×
かける

保健所の設置命
（いのち）

生活
（くらし）

未来
（みらい）

　現在、移行に向けていろいろな取り組みを進めています。「命（い
のち）」「生活（くらし）」「未来（みらい）」という３つの観点で、
市民にいつまでも愛される「命と笑顔が輝くまち」を目指します。

　現在、府が行っている多くの事務を市が
行うことで、より市民ニーズを反映した、
きめ細かなサービスの提供を行います。

安全安心で
暮らしやすいまちを整備します

生活・まちを守る施策 ×
かける

権限強化・利便性向上

次代につなぐ施策 ×
かける

都市格の向上

高い都市格を有し、市民が誇りに
思えるまちを次代につなぎます

　市のブランド力を向上し、他市にはない特色
と魅力を一層高め、府のみならず、関西・全国
へとより広い視野で、都市格を向上させます。

移行により目指すもの

現 在

市
の
種
類
と
事
務
の
範
囲

府
が
担
当
す
る
事
務

警察の設置など
児童相談所の設置（必置）、国道・府道の管理など

府の事務の
約８～９割を実施

保健所の設置
産業廃棄物に関する事務など 府の事務の

約６割を実施環境に関する
事務など

府の事務の
約１割を実施

一般市
（四條畷市・交野市など）

施行時特例市
全国で31市

（吹田市・茨木市など）

中核市
（人口20万人以上）
全国で54市

（豊中市・枚方市など）

政令指定都市
（人口50万人以上）
全国で20市

（横浜市・大阪市など）現在 移行後ステップアップ

事務権限 小 大

府・保健所への
職員の派遣研修
を増員する

府に中核市指定
の同意の

申し入れを行う

府議会で審議が
行われる

国（総務大臣）に
中核市指定の
申出を行う国による

関係政令の公布で
中核市移行が
決定する

中核市に
移行

30年
４月

30年
夏頃31年

４月
30年

秋頃

　

市
は
現
在
、
施
行
時
特
例
市
で

す
が
、
中
核
市
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
現
在
府
が
行
っ
て
い
る
民
生

や
保
健
衛
生
に
関
す
る
も
の
な
ど

約
６
割
の
事
務
を
市
が
行
え
る
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
市
で
保
健

所
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

よ
り
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
特
色
あ

る
新
た
な
施
策
等
に
よ
る
市
の
魅

力
創
造
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
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介護保険制度 が変わります
　介護保険制度は、より効率的な介護サービスの提供、安定した制度の持続を図ることを目的に、３年
ごとに見直しが行われます。主な内容は、以下のとおりです。

問　高齢介護室

　介護保険制度は、公費と介
護保険料を財源に運営されて
います。
　介護保険料の財源負担割合
が、65歳以上の人（第１号被
保険者）は22パーセントから
23パーセントに、40歳以上
65歳未満の人（第２号被保険
者）は28パーセントから27
パーセントに変わりました。

　介護保険料は、市で必要な介護サービスの総費用などから算出される基準額７万4,520円
（年額）から、所得に応じて14段階に設定しています。保険料率や合計所得金額の定義など
を変更しました。
�　今回から、第２・３段階の人で、①収入96万円以下②税・医療保険で被扶養者になってい
ない③運用できる土地建物などを有しない④介護保険料の滞納がないなどの要件を満たす人
に対する減免制度を創設しました。詳しくは問い合わせてください。

財源負担割合の変更

介護保険料の変更

介
護
保
険
料

●１

介護保険の財源（利用者負担分は除く）

国庫
負担

府

市

65歳以上の
保険料

22%
25％

12.5％

12.5％

23％

40 歳～
64歳の保険料

27％

※平成 30年度から３年間の割合です。

28%

４月１日から

４月１日から

段階 対象者 保険料
（年額）

第１

生活保護受給者。老齢福祉年金受給
者で市民税非課税世帯の人。市民税
非課税世帯で、前年の課税年金収入
額＋合計所得金額が80万円以下の人

33,530円

第２
世帯全員が市民税非課税で、前年の
合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円超120万円以下の人

48,430円

第３
世帯全員が市民税非課税で、前年の
合計所得金額＋課税年金収入額が
120万円超の人

55,890円

第４

世帯の誰かに市民税が課税されてい
るが、本人は市民税非課税で、前年
の合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円以下の人

67,060円

第５

世帯の誰かに市民税が課税されてい
るが、本人は市民税非課税で、前年
の合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円超の人

74,520円

第６ 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の人 89,420円

第７ 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が120万円以上200万円未満の人 96,870円

平成 30年度から 32年度までの保険料（年額）

段階 対象者 保険料
（年額）

第８ 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が200万円以上300万円未満の人 111,780円

第９ 本人が市民税課税で前年の合計所得
金額が300万円以上400万円未満の人 126,680円

第10 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が400万円以上500万円未満の人 137,860円

第11 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が500万円以上600万円未満の人 149,040円

第12 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が600万円以上700万円未満の人 160,210円

第13 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が700万円以上800万円未満の人 171,390円

第14 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が800万円以上の人 182,570円

＜合計所得金額＞
　収入から公的年金等控
除・給与所得控除・必要経
費を控除した後で、扶養控
除や医療費控除などの基礎
控除・人的控除をする前の
所得金額のことです。
　土地売却などについての
長期譲渡所得及び短期譲渡
所得が、合計所得金額の対
象外となりました。

市独自減免
制度の創設
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　介護報酬（※）改定に伴って、介護保険サービスの料金が変わったため、利用したときに支
払う利用者負担額も変わります。利用負担額は、各サービスの介護報酬や各事業所のサービス
提供体制などにより異なります。詳しくは各サービス事業所まで問い合わせてください。
※介護報酬…事業者が利用者に介護サービスを提供したときに事業者に対価として支払われるサービス費用。

　介護保険の維持継続と負担の公平性の面から、これまで利用者負担の割合が２割だった人
で、特に所得の高い人の負担割合が３割に変更されます。

利用者負担額の変更

利用者負担割合の変更

　日常的な医学管理が必要な重度介
護者を受け入れるための施設で、看
取り・ターミナルケア（※）などの
機能と生活施設としての機能を兼ね
備えています。

　介護保険と障害福祉の両制度に新
しく「共生型サービス」が位置付けら
れ、高齢者と障害児者が同一の事業
所でサービスを受けやすくなります。

４月１日時点で市内には介護医
療院又は共生型サービスの対象
施設はありません。

訪問介護・通所介護・地
域密着型通所介護など

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

●３
介
護
医
療
院
・
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
創
設

●４

●２

　年間の介護保険サービス費と医療
費の自己負担（それぞれサービスの
限度額適用後の自己負担）が一定の
限度額を超えたときに、超えた分が支
給される「高額医療・高額介護合算制
度」の所得区分が変更され、一部限度
額が変わります（70歳未満の人のみ
の世帯は変更ありません）。

所得区分の変更 介護医療院創設

共生型サービス創設

対 象

①本人の合計所得金額が220万円以上
②�同じ世帯にいる65歳以上の人（本人を含む）の「年金収入＋そのほかの合計所

得金額」が１人の場合340万円以上、２人以上の場合463万円以上の人

◆利用者負担割合が３割になる対象

詳しくは市ホームページ「高齢介護室」又は問い合わせてください。

※�ターミナルケア…治療による延命より
も病気の症状などによる苦痛や不快感
を緩和し、精神的な平穏や生活の充実
を優先させるケア。

４月１日から

８月１日から

所得区分 負担限度額

課税所得
690万円以上 67万円  212万円

課税所得
380万円以上 67万円  141万円

課税所得
145万円以上 67万円

一般 56万円

低所得者Ⅱ 31万円

低所得者Ⅰ※② 19万円

高額医療・高額介護合算制度の
負担限度額（年額／８月～翌年７月）

※�①対象は70歳～74歳の人がいる世帯
又は後期高齢者医療制度で医療を受ける
人がいる世帯です②低所得者Ⅰ区分の世
帯で介護保険サービスの利用者が複数い
るときは、限度額の適用方法が異なります。

４月１日から

４月１日から

８月１日から

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
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３
月
中
旬
、
市
立
小
・
中
学
校
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
の
皆
様

が
新
た
な
未
来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

私
も
小
・
中
学
校
各
１
校
の
卒
業

式
に
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
程
よ
い
緊
張
感

も
あ
る
中
、
先
生
や
保
護
者
、
卒
業

生
の
あ
ふ
れ
る
笑
顔
や
感
極
ま
り
涙

す
る
姿
に
心
温
ま
る
素
敵
な
式
典
で

し
た
。
卒
業
生
の
皆
様
の
更
な
る
飛

躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

今
号
の
特
集
に
あ
り
ま
す
、
平
成
30

年
度
の
「
市
政
運
営
方
針
」
を
３
月

市
議
会
定
例
会
で
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

市
長
と
し
て
、
基
本
方
針
や
主
要

な
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
申
し
述
べ
る

と
て
も
大
切
な
場
で
あ
り
、
原
稿
を

何
度
も
確
認
し
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
私
の
信
念
「
政

治
は
暮
ら
し
で
あ
る
」
を
胸
に
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
実
績
に
加

え
、
市
政
の
更
な
る
飛
躍
の
た
め
、

全
国
初
と
な
る
「
子
ど
も
を
守
る
位

置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
」を
始
め
、

府
内
初
、
北
河
内
初
の
施
策
・
事
業

を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成

31
年
度
中
核
市
移
行
に
向
け
「
市
役

所
の
格
」「
ま
ち
の
格
」
の
向
上
を

進
め
、「
命
を
守
る
」
施
策
・
事
業

の
成
果
を
市
民
の
皆
様
に
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

３
月
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
「
桜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
を
、
今
年
も
３

月
30
日
か
ら
４
月
８
日
ま
で
打
上
川

治
水
緑
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
サ
ク
ラ
ス
イ
ー
ツ
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
２

作
品
を
商
品
化
し
、販
売
さ
れ
ま
す
。

　

一
足
早
く
試
食
し
ま
し
た
が
、「
桜

の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
は
、
ふ
わ
ふ
わ
の

生
地
に
ほ
ろ
苦
い
抹
茶
と
あ
ん
こ
の

甘
さ
が
し
つ
こ
く
な
く
、
飽
き
な
い

お
い
し
さ
。「
サ
ク
ラ
の
タ
ル
ト
ケ
ー

キ
」
は
、
サ
ク
サ
ク
の
タ
ル
ト
に
バ

バ
ロ
ア
の
甘
さ
と
と
ろ
み
が
絶
妙
の

食
感
で
後
味
が
さ
っ
ぱ
り
。
自
称
、

グ
ル
メ
の
私
も
、
２
作
品
と
も
と
て

も
お
い
し
く
気
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
大
好
評
だ
っ
た
和
菓
子
と
合

わ
せ
て
、
数
量
限
定
で
特
別
販
売
さ

れ
ま
す
の
で
、
会
場
で
是
非
、
御
賞

味
く
だ
さ
い
。

北
川
市
長

笑
顔
だ
よ
り

の

新
ご
み
焼
却
施
設
が
完
成

　４月から、新ごみ焼却施設が本
格稼働します。
　稼働にあたっては、法令基準より
も厳しい排ガスなどの自主基準値
を遵守するとともに、周辺環境に最
大限配慮します。
問　施設に関すること…環境事業
課、見学に関すること…環境総務課

場 

所
寝屋南一丁目２番１号
（クリーンセンター内）

○�高度自動焼却制御
システム

　投入するごみの性質を自
動で検知して最適な焼却環
境を実現。

○自力発電で運用
　焼却熱及び太陽光を利
用した国内トップクラスの
発電効率。

○�環境学習設備が充実
　多目的室や見学者通路な
どを使って、環境学習を推進。

見学に
来てください

　見学者通路から工場内部のプラットホーム（ごみ収集
車がごみを運んで来る場所）やごみピット（運んで来たご
みを溜めておく場所）などを見学することができます。
※�詳しくは、市ホームページ「環境総務課」又は問い
合わせてください。

新施設の特徴

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

フ
ッ
ク
ン
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

れ
ん
げ
畑
を
開
放
し
ま
す

　

市
民
に
親
し
ま
れ
る
農
地
づ
く
り
を
目

指
し
、
れ
ん
げ
畑
を
開
放
し
ま
す
。

▽
開
放
期
間　

４
月
中
旬
～
５
月
上
旬

（
予
定
）

※
①
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ゴ
ミ
な
ど
は
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
②
開
放
す
る
れ
ん
げ
畑
に

は
看
板
を
設
置
し
ま
す
③
場
所
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
産
業
振
興
室
」
を
見
て

く
だ
さ
い
。

問　

産
業
振
興
室

れんげ畑

市

　
　政

み
ん
な
の
ま
ち
基
本
条
例
の
一
部
改
正

　
「
み
ん
な
の
ま
ち
基
本
条
例
」
は
、
自

治
の
基
本
理
念
や
市
民
、
議
会
、
行
政
の

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
務
な
ど
の
自
治

　

４
月
１
日
（
日
）
付
で
、
次
の
と
お

り
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。

○
中
核
市
へ
の
移
行
及
び
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
、
経
営

企
画
部
に「
都
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
」

を
設
置
し
ま
す
。

○
新
ご
み
処
理
施
設
の
竣
工
に
も
合
わ

せ
、
環
境
部
を
「
環
境
総
務
課
」「
環

境
保
全
課
」「
環
境
事
業
課
」「
緑
風
園
」

に
再
編
し
ま
す
。

○
ま
ち
建
設
部
に
「
公
園
み
ど
り
課
」

を
設
置
し
ま
す
。

○
治
水
対
策
と
河
川
・
水
路
整
備
を
総

合
的
に
推
進
す
る
な
ど
の
た
め
、
上
下

水
道
局
を
「
経
営
総
務
課
」「
水
道
事

業
課
」「
下
水
道
事
業
課
」「
治
水
計
画

室
」
に
再
編
し
ま
す
。

問　

総
務
課

の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
内
容
の
検
証
を
行

い
、
学
識
経
験
者
、
公
募
市
民
な
ど
で
構

成
す
る
検
証
委
員
会
の
提
言
な
ど
を
踏

ま
え
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
４
月
１

日
（
日
）
か
ら
施
行
し
ま
す
。

∧
主
な
改
正
内
容
∨

○
第
６
条
（
安
全
・
安
心
の
向
上
）
…
防

犯
の
重
要
性
を
示
す
た
め
、
防
犯
に
関
す

る
内
容
を
追
加
。

○
第
19
条
（
行
政
運
営
）
…
総
合
計
画
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
市
政
運
営
を
図
る
た
め
の

基
本
構
想
を
定
め
る
よ
う
規
定
を
追
加
。

※
条
例
及
び
改
正
の
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
企
画
政
策
課
」
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課

市
役
所
日
曜
窓
口 

（
第
４
日
曜
日
）
４
月
は
22
日

∧
業
務
実
施
窓
口
∨

　

市
民
課
、
保
険
事
業
室
、
納
税
課
で
す
。

※
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
担
当
課
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

∧
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
∨

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
の
カ
ー
ド

管
理
シ
ス
テ
ム
が
停
止
す
る
た
め
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
や
住
民
票
の
異
動
に

伴
う
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
住
基
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

問　

各
担
当
課
∧
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

経営企画部 市 長 室

企 画 政 策 課

都市プロモーション課

情 報 化 推 進 課

広 報 広 聴 課

上下水道局 経 営 総 務 課

水 道 事 業 課

下 水 道 事 業 課

治 水 計 画 室

環 境 部 環 境 総 務 課

環 境 保 全 課

環 境 事 業 課

緑 風 園

まち建設部 道 路 交 通 課

自 転 車 の 駅

道 路 建 設 課

公 園 み ど り 課

中
核
市
へ
の
移
行
を
見
据
え

機
構
改
革
を
実
施
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広報ねやがわ
平成 30年４月号

付
…
市
民
課
（
住
基
・
印
鑑
担
当
）
∨
又

は
企
画
政
策
課

市
民
意
識
調
査
の 

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
意
見
な
ど
を
聴
き
、
市
政
運
営
の

参
考
と
す
る
た
め
行
っ
た
「
市
民
意
識
調

査
」
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
報
告
書
は
、
市
役
所
市
民
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
市
立
中
央
・
東
・
駅
前
図

書
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
広
報
広
聴

課
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　

広
報
広
聴
課
（
広
聴
担
当
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
補
助
金
制
度 

～
登
録
団
体
及
び
寄
付
の
募
集
～

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
補
助
金
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
た
制
度
で
、
寄
付
者
が
支
援

し
た
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
へ
、
市
が
補
助

金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象　

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
（
登
録

団
体
の
み
）

▽
補
助
限
度
額　

各
団
体
へ
の
寄
付
金
の
額

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
活

動
振
興
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
活
動
振
興
室

手

　続

　き

本
人
通
知
制
度
の
事
前
登
録

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
不

正
請
求
や
不
正
取
得
の
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付

　

計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、
提
出
さ
れ
た

意
見
の
あ
ら
ま
し
と
意
見
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
各
担
当
課
、
市
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
堀

溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
、
市
立
中
央
・
東
・
駅
前
図

書
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
増
進
計
画
（
素
案
）

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
の
「
健
康
増
進
計
画
」
の
策
定

に
当
た
り
、
２
月
１
日
～
28
日
に
意
見
を

募
集
し
た
結
果
、
３
人
か
ら
45
件
の
意
見

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

問　

健
康
推
進
室

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画 

（
２
０
１
８
～
２
０
２
０
）
（
素
案
）

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
全
・

安
心
に
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
「
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
（
２
０
１
８
～
２
０
２

０
）」
の
策
定
に
当
た
り
、
２
月
１
日
～

28
日
に
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
２
人
か

ら
23
件
の
意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

問　

高
齢
介
護
室

空
き
家
等
・
老
朽
危
険
建
築
物
等 

対
策
計
画
（
素
案
）

　

空
き
家
や
老
朽
危
険
建
築
物
な
ど
の
適

正
な
管
理
や
対
策
を
進
め
る
た
め
の
「
空

き
家
等
・
老
朽
危
険
建
築
物
等
対
策
計
画
」

の
策
定
に
当
た
り
、
２
月
１
日
～
28
日
に

意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
２
人
か
ら
６
件

の
意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

問　

都
市
計
画
室

障
害
者
長
期
計
画（
第
３
次
計
画
）、障

害
福
祉
計
画（
第
５
期
計
画
）及
び
障

害
児
福
祉
計
画（
第
１
期
計
画
）（
素
案
）

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
推
進
す
る

た
め
の
「
障
害
者
長
期
計
画
（
第
３
次
計

画
）、
障
害
福
祉
計
画
（
第
５
期
計
画
）

及
び
障
害
児
福
祉
計
画
（
第
１
期
計
画
）」

の
策
定
に
当
た
り
、
２
月
１
日
～
28
日
に

意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
２
人
か
ら
32
件

の
意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

問　

障
害
福
祉
課

し
た
と
き
は
事
前
に
登
録
し
た
人
に
対
し

て
交
付
し
た
事
実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象　

市
に
①
住
民
票
が
あ
る
人
（
５

年
以
内
に
除
か
れ
た
人
を
含
む
）
②
戸
籍

が
あ
る
人
（
婚
姻
な
ど
で
除
籍
さ
れ
た
人

を
含
む
）
③
戸
籍
の
付
票
が
あ
る
人
（
５

年
以
内
に
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

▽
必
要
な
書
類　

本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

※
①
法
定
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
は
、

戸
籍
謄
本
な
ど
法
定
代
理
人
で
あ
る
資
格

を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
②
法
定
代

理
人
を
除
く
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

申
請　

市
民
課
、各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
に
直
接

問　

市
民
課

く
ら
し
の
情
報

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は 

公
園
内
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
で

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と
臭
気
や
大
き

な
話
し
声
な
ど
で
近
隣
の
皆
さ
ん
に
迷
惑

を
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
淀
川
河
川
公
園
や
寝
屋
川

公
園
、
深
北
緑
地
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

が
あ
り
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
淀
川
河
川
公
園
太
間
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
☎
８
３
８
・
０
８
８
８
）・

寝
屋
川
公
園
（
☎
８
２
４
・
８
８
０
０
）・

深
北
緑
地
（
☎
８
７
７
・
７
４
７
１
）
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
の
公
園
及
び
緑
道
な
ど
で
の
火
気
使

用
は
禁
止
で
す
。

問　

公
園
み
ど
り
課

食
用
油
の
回
収

　

４
月
27
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
。

※
業
務
用
・
未
使
用
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

容
器
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

問　
「
市
消
費
者
協
会
」・
前
田
（
☎
８
２

２
・
１
９
９
７
）

暮
ら
し
の
便
利
帳
を
全
戸
配
布

　

市
民
生
活
に
役
立
つ
行
政
情
報
を
掲
載

し
た
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」（
Ａ
４
判
・

カ
ラ
ー
）
＝
写
真
＝
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
の
発
行
・
配
布
に
は
、
市
と
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

民
間
事
業
者
に
よ
る
「
官
民
協
働
事
業
」

と
し
て
広
告
料
を
充
て
て
い
る
た
め
、
市

の
予
算
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
書
籍
版

も
後
日
配
信
し
ま
す
。
配
信
開
始
に
つ
い
て

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

∧
配
布
に
つ
い
て
∨

　

民
間
の
配
送
事
業
者
が
順
次
、
戸
別
に

配
布
を
行
う
た
め
、
地
域
に
よ
り
配
布
日

が
異
な
り
ま
す
。
５
月
に
な
っ
て
も
配
布

が
な
い
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

広
報
広
聴
課
（
広
報
担
当
）

シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
業
務
案
内

　

業
務
内
容
は
、下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
各
種
証
明
書
の
申
請
や
届
け
出
に
は
、

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
の

提
示
が
必
要
で
す
。

問　

各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

募
集
情
報

教
育
委
員
会
委
員
候
補
者
を
募
集

　

市
民
に
開
か
れ
た
教
育
行
政
を
一
層
推

施設名 取扱日時別業務内容 取扱業務

ねやがわシティ・ステーション
（☎ 801・1071）

開所時間…年末年始（12月29日～１月３日）を除く午前９時～
午後８時
取扱業務…右の１～18
※⑴月～金曜日の午後５時30分以降と土・日曜日、祝日は８～14
の業務は取り扱いません（14の業務は平日の午後５時まで）。７
の業務は一部取り次ぎとなり即日交付はできません。第4日曜
日のみ午後５時30分までは７～９及び９に関わる10～13（国民
年金の手続きなど一部の業務を除く）を取り扱います。
　⑵14の業務は、平日の午後５時までです。
　⑶�月～金曜日の午後５時30分以降と土・日曜日、祝日の公金
納付は納付書が必要です。

　⑷�15の交付時間は、月～金曜日の午後７時までと、日曜日の
午後５時までです。

　⑸�16のハローワーク職業紹介コーナーは平日の午後５時ま
で、市地域就労支援センターは平日の月・火・木・金曜日午
前10時～午後５時までです。

１.公金の収納
２.�住民票の写し・住民票記載事項証
明書などの交付

３.印鑑登録証明書の交付
４.年金現況届の証明
５.母子健康手帳の交付
６.健康手帳の交付
７.�戸籍事項証明書など戸籍関係証
明書の交付

８.市税証明書の交付
９.転入・転出・転居届などの受付
10.転校の手続き
11.児童手当の受付
12.�国民健康保険・国民年金の手続き
の一部

13.�子ども医療・後期高齢者医療の手
続きの一部

14.し尿くみ取りの手続きなど

＜以下 ねやがわシティ・
ステーションのみ＞

15.�旅券（パスポート）の交付
16．�職業紹介・職業相談など
＜ねやがわシティ・ステーション
内、ハローワーク職業紹介コーナー
（☎391・6850）、市地域就労支
援センター（☎828・0751）＞

17.�友好都市の和歌山県すさみ町な
どの特産物販売

18.�市のマスコットキャラクターグッズ
の販売

香里園シティ・ステーション
（☎ 832・4131）

開所時間…年末年始（12月29日～１月３日）を除く午前９時～
午後５時30分
取扱業務…右の１～14
※�⑴土・日曜日、祝日は１～７の業務のみ取り扱います。７の業
務は一部取り次ぎとなり即日交付はできません。第4日曜日
のみ７～９及び９に関わる10～13（国民年金の手続きなど
一部の業務を除く）を取り扱います。
⑵14の業務は、平日の午後５時までです。
⑶土・日曜日、祝日の公金納付は納付書が必要です。

萱島シティ・ステーション
（☎ 823・6962）

西シティ・ステーション
（☎ 824・1181）

東シティ・ステーション
（☎ 822・3380）

堀溝サービス窓口
（☎ 811・5571）

開所時間…月～金曜日の午前10時～午後５時（祝日、年末年
始を除く）取扱業務…右の１～８、11～14

各シティ・ステーション業務案内

※�戸籍の届け出や印鑑登録の申請及び登録証の交付、個人番号カードの手続き、パスポートの申請受付は市民課でのみ行い
ます。
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

進
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
委
員
を
公
募

し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
行
政
に
多
様
な
意

見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
教
育
委

員
会
委
員
を
増
員
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　

２
人

▽
主
な
職
務
内
容　

教
育
委
員
会
会
議
へ

の
出
席
・
議
案
な
ど
の
審
議
な
ど

▽
資
格　

４
月
23
日
現
在
、
年
齢
が
満
25

歳
以
上
で
、
市
長
の
被
選
挙
権
が
あ
る
人

（
日
本
国
籍
の
人
）
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

①
就
学
前
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
、

又
は
市
立
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
②
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
知
識
が
あ
る
人
（
学
校
管
理
経

験
や
教
育
行
政
に
携
わ
っ
た
経
験
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
）

▽
報
酬　

月
額
15
万
円

▽
選
考
方
法　

小
論
文
及
び
面
接

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
人
事
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込　

４
月
23
日
（
月
）
＝
必
着
＝
ま
で

に
郵
送
で
人
事
室
（
〒
572
―
８
５
５
５
本

町
１
番
１
号
）

問　

選
考
方
法
な
ど
に
つ
い
て
…
人
事

室
、
職
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
…
教
育
政

策
総
務
課

安
全
推
進
協
議
会
委
員
を
募
集

　

犯
罪
、
事
故
及
び
災
害
の
防
止
な
ど
の

安
全
推
進
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
で
き

る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
市
内
在

住
・
在
職
・
在
学
の
18
歳
以
上
で
、
４
回

程
度
（
平
日
の
昼
間
）
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
２
人

▽
任
期　

６
月
～
平
成
32
年
５
月（
予
定
）

▽
報
酬　

１
回
の
出
席
に
つ
き
９
０
０
０
円

▽
選
考
方
法　

小
論
文
及
び
面
接

▽
小
論
文
の
テ
ー
マ　
「
市
内
で
の
犯
罪

を
減
ら
す
た
め
に
市
民
が
で
き
る
こ
と
」

８
０
０
字
程
度
、
様
式
は
自
由

応
募
・
問　

応
募
用
紙
と
小
論
文
を
４
月

18
日
（
水
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）
で
危
機
管
理
室

（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
、
ＦＡＸ

８
２
５
・
０
３
３
４
）

※
応
募
用
紙
は
危
機
管
理
室
、
市
役
所
市

民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
市
立
中
央
・
東
・
駅
前
図
書
館

で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
危
機
管

理
室
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

対象系統 変更点

①直行（大日駅～摂南大学） 新設

②９号系統（大日駅～仁和寺～葛原～摂南大学） 新設

③９A号系統（JR吹田～京阪守口市駅～大日駅）

一部便を「JR吹田～京阪守
口市駅～大日駅～仁和寺～
葛原～摂南大学」へ延伸

④４号系統（京阪守口市駅～寝屋川市駅）
平日午前８時～９時帯の3便
について、発車時刻を調整

⑤５号系統（大日駅～寝屋川市駅）
平日午前８時～９時帯の１便
について、発車時刻を調整

⑥22号系統（寝屋川市駅～仁和寺）
午前８時帯に１便を減便、利
用状況により時刻調整

⑦
10号系統（寝屋川市駅
～仁和寺～点野団地～
寝屋川市駅）の右循環

◦�平日朝ラッシュ時の7時帯
１便は、寝屋川市駅～点
野団地～仁和寺～寝屋
川市駅の左循環で運行
◦�午後８時帯１便は、22号
系統（寝屋川市駅～仁和
寺まで）と10号系統（仁
和寺団地口～点野団地
～寝屋川市駅）に変更

※�①②は、摂南大学寝屋川キャンパスの開講日を中心に運
行します(学休日は運休)。運行時刻など詳しくは、京阪バ
スホームページを見てください。

　京阪バスでは４月１日（日）に市
域を含む路線のダイヤ改定を下の表
のとおり実施します。
※�詳しくは「京阪バス」ホームペー
ジを見てください。

問　京阪バス株式会社経営企画室（☎
075・682・2310）又は市道路交通課

京阪バスの
ダイヤ改正など

　

市
の
事
業
な
ど
を
取
材
し
、「
広
報

ね
や
が
わ
」
の
記
事
を
執
筆
す
る
「
学

生
レ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
広
報
誌
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
又
は
市
と

包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
学
校
法
人
（
大

阪
電
気
通
信
大
学
、
常
翔
学
園
、
聖
母

女
学
院
、
同
志
社
、
関
西
医
科
大
学
、

大
阪
府
立
大
学
、
大
阪
国
際
学
園
、
大

阪
音
楽
大
学
）
の
設
置
す
る
学
校
に
通

学
し
、
学
生
レ
ポ
ー
タ
ー
の
職
務
を
積

極
的
に
遂
行
で
き
る
15
歳
～
25
歳
の
学

生
６
人
（
中
学
生
を
除
く
、
決
定
に
は

選
考
が
あ
り
ま
す
）

▽
任
期　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）

ま
で

▽
謝
礼　

記
事
掲
載
１
件
に
つ
き
３
０

０
０
円

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
広
報

広
聴
課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
（
広
報
広
聴

課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
広

報
広
聴
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を

直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
４
月
２
日
～
16

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
＝
必
着
＝
に
広
報
広

聴
課
（
広
報
担
当
〒
572
―
８
５
５
５
本

町
１
番
１
号
）

学
生
レ
ポ
ー
タ
ー
募集
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画 

推
進
委
員
会
委
員
を
募
集

　
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
２
０
１
８

～
２
０
２
０
）」
に
基
づ
く
事
業
の
検
討

や
進
捗
状
況
の
点
検
・
評
価
を
行
う
た
め
、

幅
広
い
視
点
で
意
見
や
提
言
を
し
て
も
ら

う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
、
４
月

１
日
現
在
①
40
歳
～
64
歳
②
65
歳
以
上
、

①
②
と
も
に
年
２
回
～
５
回
程
度
の
会
議

（
平
日
、
１
回
約
２
時
間
）
に
出
席
で
き

る
市
民
各
１
人

▽
任
期　

委
嘱
の
日
～
平
成
33
年
３
月
31

日※
平
成
31
年
４
月
に
目
指
す
中
核
市
移
行

に
伴
い
、変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
報
酬　

１
回
の
出
席
に
つ
き
９
０
０
０
円

▽
選
考
方
法　

応
募
書
類
及
び
面
接

▽
小
論
文
の
テ
ー
マ　
「
高
齢
者
が
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
」

８
０
０
字
以
内

応
募
・
問　

応
募
用
紙
と
小
論
文
を
直

接
窓
口
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４
月
27

日
（
金
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
高
齢
介
護
室

（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28
番
22
号
、

ＦＡＸ
８
３
８
・
０
１
０
２
）

※
応
募
用
紙
は
高
齢
介
護
室
、
市
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
高
齢
介
護
室
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

景
観
審
議
会
委
員
を
募
集

　

良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
、
審

議
会
で
幅
広
く
提
言
で
き
る
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▽
対
象　

現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
で
年
２
回
～
３
回
程

度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
18
歳
以
上
の
人

２
人

▽
任
期　

２
年

▽
報
酬　

１
回
の
出
席
に
つ
き
９
０
０
０

円応
募
・
問　

応
募
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）
で
４
月
27
日

（
金
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
指

導
課（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
、

ＦＡＸ
８
２
５
・
２
６
１
８
）

※
募
集
要
項
・
応
募
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り

指
導
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
―
ジ

「
ま
ち
づ
く
り
指
導
課
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

市
立
小
・
中
学
校
職
員
を
募
集

∧
①
少
人
数
教
育
推
進
人
材
・

学
力
向
上
支
援
人
材
∨

　

少
人
数
教
育
及
び
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
な
ど
を
行
う
人
と
児
童
生
徒
の
学

力
向
上
な
ど
を
支
援
す
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

▽
対
象　

原
則
、
小
学
校
又
は
中
学
校
の

教
員
免
許
を
持
つ
人

∧
②
児
童
生
徒
支
援
人
材
∨

　

学
習
の
支
援
、
生
徒
指
導
（
不
登
校
児

童
生
徒
の
対
応
な
ど
）
を
行
う
人
を
募
集

し
ま
す
。

▽
対
象　

⑴
小
・
中
学
校
で
勤
務
の
経
験

が
あ
る
又
は
教
員
を
目
指
し
て
い
る
⑵
生

徒
指
導
に
つ
い
て
根
気
よ
く
取
り
組
み
、

健
康
で
教
育
に
情
熱
の
あ
る
人
24
人

∧
③
学
校
司
書
∨

　

学
校
図
書
館
で
、
運
営
・
教
育
活
動
の

支
援
な
ど
を
行
う
人
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

司
書
の
資
格
を
持
ち
、
健
康
で

学
校
教
育
に
理
解
が
あ
り
、
愛
情
を
持
っ

て
児
童
生
徒
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

９
人

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

▽
期
間　

①
４
月
13
日
②
③
16
日
～
９
月

30
日
（
長
期
休
業
日
も
勤
務
あ
り
、
勤
務

実
績
な
ど
に
よ
り
、
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
日
時　

週
５
日
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

▽
日
給　

①
１
万
１
０
８
４
円
（
教
員
免

許
保
持
者
）
②
８
３
６
０
円
③
８
５
２
０

円▽
選
考
日　

４
月
９
日
（
月
）

▽
選
考
方
法　

面
接

※
詳
し
く
は
各
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

公
募
補
助
金 

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
日
時　

４
月
22
日
（
日
）
午
後
１

時▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１

委
員
会
室

申
込　

当
日
直
接

問　

企
画
政
策
課

委員会など

○�相談日時　火・土曜日午後１時～５時
○場所　市立市民会館１階
○�対応言語　英語・日本語（そのほかの言語は
要相談）

問　寝屋川市国際交流協会（☎811・5935）又
は市市民活動振興室

Neyagawa city has set up a consultation service 
for foreigners about problems in daily life.
○�Place : 1st floor Neyagawa City Civic hall(41-
1Hada-cho)
○Date : Every Tuesday and Saturday
○Hours : 1:00pm-5:00pm
○�Languages : English Japanese(Other 
languages are negotiable)
 Inquiries: Neyagawa city Ｉnternational 
Exchange & Friendship Association(NIEFA) (TEL 
811・5935)or Civil Activity Promotion　Office

外国人のための
生活相談窓口
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

申
込
・
問　

４
月
２
日
～
６
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分
に
申
込
書
、
写
真

１
枚
（
縦
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
３

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、
返
信
用
定
型
封
筒

（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
２

４
２
円
切
手
を
貼
付
、
①
は
特
定
記
録

扱
い
）
を
直
接
、
①
学
務
課
②
③
教
育

指
導
課

※
申
込
書
は
各
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。

保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
職
員 

登
録
者
を
募
集

▽
職
種　

①
保
育
士
②
給
食
調
理
員
（
資

格
不
要
）
③
延
長
保
育
士

▽
勤
務
日
時　

①
月
～
土
曜
日
午
前
８
時

45
分
～
午
後
５
時
15
分（
週
38
時
間
45
分
）

②
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５

時
15
分
・
土
曜
日
午
前
９
時
～
正
午
③
午

前
７
時
15
分
～
午
後
７
時
15
分
∧
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
５
時
間
程
度
の
勤

務
、
シ
フ
ト
制
（
応
相
談
）
∨

▽
日
給　

①
１
万
円
②
７
９
５
０
円

▽
時
給　

③
資
格
あ
り
…
１
３
３
０
円
、

資
格
な
し
…
１
２
５
０
円

申
込　

履
歴
書
・
免
許
証
な
ど
の
写
し
を

直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
人
事
室
（
〒
572
―

８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

※
登
録
後
に
面
接
を
行
い
、
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

問　

保
育
課

子
ど
も
食
堂
支
援
事
業
補
助
金
の 

申
し
込
み

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や
子
ど
も
を

見
守
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
一
人
で

夕
食
を
と
る
子
ど
も
な
ど
に
食
事
の
提
供

な
ど
を
行
う
団
体
に
対
し
て
、
備
品
購
入

費
な
ど
の
開
設
経
費
や
食
材
費
な
ど
の
運

営
経
費
の
一
部
に
対
し
て
審
査
の
上
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
込　

４
月
27
日
～
５
月
25
日
に
申
込
書

∧
４
月
23
日
（
月
）
か
ら
こ
ど
も
を
守
る

課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
ど

も
を
守
る
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
∨
を

直
接

∧
事
前
説
明
会
∨

　

４
月
26
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
、
市

立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
会
議
室
。

申
込　

４
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
電
話

※
応
募
を
検
討
中
で
説
明
会
に
参
加
で
き

な
い
と
き
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

こ
ど
も
を
守
る
課
（
☎
８
１
２
・
２

２
１
０
）環

境
・
ま
ち
づ
く
り

持
ち
込
み
ご
み
受
入
日
の
拡
大

　

４
月
か
ら
土
・
日
曜
日
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
。
４
月
～
７
月
の
受
け
入
れ
日

は
、
４
月
14
日
（
土
）・
22
日
（
日
）・
５

月
12
日
（
土
）・
27
日
（
日
）・
６
月
９
日

（
土
）・
24
日
（
日
）・
７
月
14
日
（
土
）・

22
日
（
日
）
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で

す
。

問　

環
境
事
業
課
（
☎
８
２
１
・
４
０
３

９
）所

有
者
不
明
猫
の 

避
妊
・
去
勢
手
術
費
を
補
助

　

所
有
者
不
明
猫
の
繁
殖
、
増
加
を
抑
制

し
、
不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
、
所

有
者
不
明
猫
避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
市
民
課
で
も
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

①
避
妊
手
術
…
メ
ス
１
匹

最
大
１
万
円
②
去
勢
手
術
…
オ
ス
１
匹
最

大
７
０
０
０
円

申
請　

直
接
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
５
階

環
境
保
全
課
又
は
市
民
課
（
市
民
生
活
担

当
）

※
郵
送
で
の
申
請
を
希
望
す
る
と
き
は
、

事
前
に
環
境
保
全
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
（
市
民
課
で
の
郵
送
の
受
付
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
）。

問　

環
境
保
全
課

各
種
啓
発
看
板
の
配
布

　

た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
、
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
放
置
、
歩
行
喫
煙
な

ど
を
解
消
す
る
た
め
の
１
つ
と
し
て
、
啓
発

看
板
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
自
宅
の
塀
や

門
な
ど
に
設
置
す
る
人
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
内
容　

ポ
イ
捨
て
禁
止
・
ふ
ん
は
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
・
歩
行
喫
煙
禁
止

申
請　

環
境
総
務
課
又
は
市
民
課
（
市
民

生
活
担
当
）
へ
直
接

問　

環
境
総
務
課

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
を
補
助

▽
補
助
金
額　

電
力
会
社
と
の
「
電
力
受

※�最新の情報は、右のＱＲコードから
読み取ってください。

問　環境総務課（☎824・0911）

ごみ減量・プロジェクト

ごみ焼却処理状況
（平成29年４月～30年１月）

～１万トン減らそう未来のために！！～

前年度 同期間 平成29年度
48,400トン 47,136トン

1,263トン
減少

平成29年度 削減目標（約3,000トン）まで、
あと1,737トン

皆さんの協力よろしくお願いします。

　市では、平成29年度～31年度でごみを１万トン減ら
すことを目標にいろいろな取り組みを行っています。
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

相談名 内容など 日時（祝日・年末年始を除く） 申し込み方法 申し込み・問い合わせ先（相談場所）

法律相談

同
一
案
件
の
相
談
は
原
則
１
回
限
り
で
す

相続、借地、借家、不動産、
離婚などの法的問題の相談
定員…７人
相談時間…30分程度
相談員…弁護士

月～金曜日と第 4日曜日（4月22
日・5月27日・6月24日）　
午後 1時～ 4時 30分 電話又はアプリで

（申込順）

【受付開始日】
相談日の1週間前の
同じ曜日の午前9時
から（申込順）
※�受付開始日が日曜
日、祝日、振替休日
の場合はその翌
日から受け付けま
す。

【受付開始日以降の
取り扱い】
電話で申し込み（土・
日曜日、祝日、振替休
日は申し込みができ
ません）

アプリで申し込み
（土・日曜日、祝日、
振替休日も申込可
能です）

広報広聴課
☎ 824・1155

登 記 ・
測量相談

登記手続きや土地・家屋の
測量、境界明示などの相談
定員…６人
相談時間…30分程度
相談員…司法書士、土地家
屋調査士

第２木曜日
午後1時～4時
（４月12日・５月10日・６月14日）

国税相談

所得税、相続税、贈与税な
どの相談
定員…６人
相談時間…30分程度
相談員…税理士

第３木曜日
午後１時～４時
（４月19日・５月17日・６月21日）

不 動 産 ･
建築相談

不動産の売買、家屋の新築・
増築の手続きなどの相談
定員…４人
相談時間…30分程度
相談員…宅地建物取引士、
建築士

第２金曜日
午後２時～４時
（４月13日・５月11日・６月8日）

相 続 ･
遺 言 等
相 談

遺産分割協議書、遺言書、
離婚協議書などの相談
定員…６人
相談時間…30分程度
相談員…行政書士

第３金曜日
午後１時～４時
（４月20日・５月18日・６月15日）

行 政 相 談
国の行政機関などへの相談や
要望
相談員…行政相談委員

第１・３火曜日午前 10時～正午
※�相談の予約は、月～金曜日に
随時受付ます。

直接窓口又は電話
で相談してください

市 政 相 談 市役所への相談や要望相談員…市職員
月～金曜日
午前９時～午後５時 30分

消費生活相談

商品やサービスに不満や疑問
を感じたり、訪問販売などで
契約上のトラブルに巻き込ま
れたりしたときや多重債務に
関わる相談
相談員…消費生活相談員

月～土曜日
午前９時～正午
午後１時～４時

消費生活センター
（桜木町５番 30号）
☎ 828・0397

人 権 相 談

人権に関わる相談
定員…３人
相談員…人権擁護委員

毎週火曜日
午後１時・２時・３時

直接窓口又は電話
で予約してください 人権文化課

☎ 824・1181
人権に関わる相談

月～金曜日
午前９時～午後５時 30分
※�電話での相談もでき�ます。

当日直接

女性のための
法律相談

女性弁護士による離婚、ＤＶ、
相続などの法的相談
定員…４人

第３火曜日（祝日も実施）午後
１時30分～４時30分（４月17日・
５月15日・６月19日）

前日の午前 10 時
から電話予約を受
付（申込順）

男女共同参画推進センター
ふらっと ねやがわ（産業振興セ
ンター５階）☎800・5790

女性の心の悩
み相談（カウ
ンセリング）

カウンセラーが助言・アド
バイスするのではなく、悩
みを本人が話すことで心の
整理をつけ、一緒に問題解
決を図ります（女性の相談
員がサポートします）

面
接

①毎週月曜日午前９時30分～
午後０時40分②毎週水曜日午
後１時30分～４時40分③第
３木曜日午後１時30分～４時
40分（②は祝日も実施）

電話で予約してくだ
さい

男女共同参画推進センター
ふらっと ねやがわ（産業振興セ
ンター５階）☎800・5789
※�③は、ねやがわシティ・ステー
ションで行います

電
話

毎週金曜日午後１時～５時
午後４時 30 分までに電話し
てください
※�祝日も相談できます。 申し込み不要です

男女共同参画推進センター
ふらっと ねやがわ（産業振興セ
ンター５階）☎800・5584男性のための

悩み相談（カ
ウンセリング）

男性相談員による男性の自立、
生き方、人間関係などの相談

第２水曜日午後７時～９時(４月
11日・5月9日・６月13日)午後８
時30分までに電話してください

子どもに関す
る相談

18 歳未満の子どもの問題に
ついての相談（いじめ、育児、
発達、性格、学校生活など）

月～金曜日
午前９時～午後５時 30分
※�電話での相談もでき�ます。

電話で予約してくだ
さい

こどもを守る課こども相談担当
（総合センター２階）
☎838・0181

教育相談
幼児・児童・生徒の教育に
ついての相談（不登校、学
習、性格、友人関係など）

月～金曜日
午前９時～午後５時
※�電話での相談もでき�ます。

教育研修センター
（池田新町３番 23号）
☎ 838・7830

就労相談 就職困難者を対象に就労の
相談

求人情報検索・個別相談
毎週月・火・木・金曜日
午前10時～午後５時

地域就労支援センター（ねやが
わシティ・ステーション内）
予約・問い合わせは産業振興セ
ンター☎ 828・0751

※秘密は守ります。次回は７月号に掲載します。困ったときは相談を（無料）　～４・５・６月～
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

給
契
約
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
受
給
最

大
電
力
の
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
３
万
円

（
上
限
12
万
円
）

▽
募
集
件
数　

２
０
０
件
程
度
（
申
込

順
、
補
助
金
の
予
算
額
に
達
し
た
と
き
は

終
了
）

▽
対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

○
市
内
の
居
住
す
る
住
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
（
設
置
時
に
未
使
用
だ
っ
た
も

の
）
を
設
置
し
て
い
る

○
電
力
会
社
と
の
電
力
受
給
契
約
を
平
成

29
年
４
月
１
日
以
降
に
締
結
し
、
電
力
の

受
給
を
開
始
し
て
い
る

○
市
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
つ

い
て
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
が

な
い

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
用
紙
（
申
請
書
・
同
意
書
）
配
布
場
所　

環

境
総
務
課
、市
役
所
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
総
務
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

申
請
・
問　

提
出
書
類
を
配
達
記
録
が
残

る
簡
易
書
留
な
ど
の
郵
送
で
４
月
１
日

～
平
成
31
年
３
月
８
日
に
環
境
総
務
課

（
〒
572
―
０
８
５
５
寝
屋
南
一
丁
目
２
番

１
号
）

集
会
所
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム 

設
置
費
用
を
補
助

　

自
治
会
を
対
象
に
集
会
所
へ
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

設
置
費
用
な
ど
の
対
象
経

費
の
９
割

※
①
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
45
万
円

＋
消
費
税
が
上
限
（
合
計
４
５
０
万
円
ま

で
）
②
設
置
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
事
前
に
環
境
総
務
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
い
案
内
や
補
助
金
交
付

申
請
書
、
交
付
請
求
書
は
環
境
総
務
課
で

配
布
し
ま
す
。

申
込
・
問　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
直
接
、

環
境
総
務
課

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト 

寝
屋
川
エ
コ
の
市
の
出
店
者
を
募
集

　
「
環
境
フ
ェ
ア
」
会
場
で
の
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

▽
日
時　

６
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時

▽
場
所　

市
立
中
央
小
学
校

▽
出
店
資
格　

市
内
に
在
住
・
在
職
の
20

歳
以
上
の
人

▽
出
店
料　

無
料

▽
募
集
数　

①
80
店
舗
（
２
メ
ー
ト
ル
×

２
・
５
メ
ー
ト
ル
、
申
し
込
み
が
多
い
と

き
は
抽
選
）

▽
出
店
内
容　

①
リ
サ
イ
ク
ル
品
・
未
使

用
品
は
問
い
ま
せ
ん
②
飲
食
物
の
出
店
、

テ
ン
ト
設
営
は
で
き
ま
せ
ん
③
車
及
び
バ

イ
ク
で
の
搬
入
出
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
転

車
か
徒
歩
で
運
べ
る
程
度
で
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
問　

封
書
（
申
し
込
み
は
１
人
１

区
画
又
は
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
区
間
）

に
住
所
（
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
代

表
者
）、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

主
な
出
店
品
目
を
書
い
た
用
紙
と
返
信
用

封
筒
（
長
形
３
号
封
筒
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
書
い
て
82
円
切
手
を
貼
付
）

を
４
月
20
日
（
金
）
＝
消
印
有
効
＝
ま
で

に
環
境
総
務
課
（
〒
572
―
０
８
５
５
寝
屋

南
一
丁
目
２
番
１
号
）

※
出
店
の
可
否
な
ど
の
通
知
は
５
月
10
日

（
木
）
に
発
送
し
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

　

居
住
や
医
療
・
福
祉
・
商
業
な
ど
の
都

市
機
能
の
誘
導
を
図
り
、
持
続
可
能
な
都

市
を
実
現
す
る
た
め
の
立
地
適
正
化
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
都

市
計
画
室
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

都
市
計
画
室

相

　
　談

パ
ソ
コ
ン
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　

４
月
17
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
機

器
の
故
障
・
ト
ラ
ブ
ル
、
定
員
10
人
（
申

込
順
）、
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
来
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問　

開
催
の
３
日
前
ま
で
に
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

Ｎ
Ｐ
О
な
ん
で
も
相
談

　

４
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人

の
設
立
手
続
き
、
団
体
運
営
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
、
定
員
４
団
体
（
申
込
順
）、
相

談
無
料
。

申
込
・
問　

開
催
の
３
日
前
ま
で
に
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

産
業
・
事
業
者

出
張
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

４
月
13
日
・
27
日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
40
分
（
１
人

40
分
程
度
、
完
全
予
約
制
）、
市
立
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
４
階
第
３
セ
ミ
ナ
ー
室
、

相
談
無
料
。

※
完
全
個
室
、
対
面
相
談
、
子
ど
も
連
れ

可
、
本
や
お
も
ち
ゃ
が
楽
し
め
る
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　

開
催
日
の
前
々
日
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
２
８
・
０
７
５
１
）

小
規
模
企
業
事
業 

資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
利
用
を

　

市
内
で
事
業
を
営
む
小
規
模
企
業
者

が
、
金
融
機
関
か
ら
円
滑
に
資
金
を
調
達

で
き
る
よ
う
、
大
阪
信
用
保
証
協
会
の
保

証
を
付
し
て
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

▽
利
用
資
格　

市
内
の
同
一
場
所
で
１
年

以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
小
規
模
企
業
者

▽
融
資
限
度
額　

５
０
０
万
円

▽
資
金
使
途　

運
転
資
金
、
設
備
資
金

▽
融
資
利
率　

年
１
・
４
パ
ー
セ
ン
ト

▽
融
資
期
間　

５
年
以
内

▽
担
保　

原
則
不
要

▽
連
帯
保
証
人　

法
人
、
組
合
の
み
代
表

者※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）



21

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

安
全
・
安
心

産
業
振
興
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
を
募
集

　

事
業
活
性
化
や
技
術
・
経
営
力
強
化
を

目
的
と
し
た
市
内
事
業
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

の
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
で
１
年
以
上
の
活
動
実
績

の
あ
る
事
業
者
団
体

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）
を
５
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
、
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の 

無
料
経
営
相
談

　

市
内
事
業
者
及
び
創
業
予
定
者
を
対
象

に
経
営
・
技
術
支
援
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
相
談
日
時　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
、

１
人
１
時
間
程
度
）

※
①
月
１
回
、
夜
間
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

②
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
出
勤
日
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を
見

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２
８
・
０
７

５
１
）

安
全
・
安
心

防

　
　災

住
宅
耐
震
補
助
制
度

　

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
木
造
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
、
耐
震

改
修
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

∧
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
∨

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
建
築
で
現

在
居
住
し
て
い
る
、
又
は
居
住
し
よ
う
と

し
て
い
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
す

る
費
用
の
う
ち
10
分
の
９
（
上
限
４
万
５

０
０
０
円
）
を
補
助
。

※
一
戸
建
て
の
住
宅
は
、
平
成
12
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
が
対
象
で

す
。

∧
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
∨

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
建
築
で
、

現
在
居
住
し
て
い
る
、
又
は
居
住
し
よ
う

と
し
て
い
る
２
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅

の
耐
震
改
修
設
計
に
要
す
る
費
用
の
う
ち

10
分
の
７
（
上
限
10
万
円
）
及
び
耐
震
改

修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
上
限
90
万

円
を
補
助
。

※
耐
震
設
計
の
み
の
補
助
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
①
い
ず
れ
の
補
助
も
着
手
前
に
申
請
が

必
要
で
す
②
ほ
か
に
も
要
件
な
ど
が
あ
る

の
で
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
指
導
課

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
か
ら
の 

お
知
ら
せ

∧
普
通
救
命
講
習
会
∨

　

４
月
21
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
、
枚
方
消
防
署
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
知
識
と

技
術
を
習
得
、
寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在

住
・
在
職
・
在
学
の
人
30
人
（
申
込
順
）、

受
講
無
料
。

申
込
・
問　

４
月
10
日
～
13
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
電
話
で
枚
方
消
防
署
警

備
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
４
４
）

∧
甲
種
防
火
管
理
講
習
∨

　

５
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
30
分
・
18
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後

５
時
、枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部
、

寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在
住
・
在
職
の
人

で
防
火
管
理
の
資
格
を
必
要
と
し
、
適
切

に
業
務
を
遂
行
で
き
る
人
１
０
０
人
（
申

込
順
）、
受
講
料
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
、
初
日
に
納
付
）。

※
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
又
は
自
衛

消
防
業
務
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

は
講
習
科
目
が
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
（
消
防
署
・
消

防
出
張
所
で
配
布
）
に
写
真
を
貼
っ
て
、

４
月
16
日
～
20
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
15
分
に
直
接
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
予
防

指
導
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
１
２
、
ＦＡＸ
８

０
０
・
３
０
０
０
）

∧
臨
時
職
員
の
募
集
∨

▽
資
格　

昭
和
28
年
４
月
２
日
～
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
国
籍
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
内
容　

一
般
事
務
の
補
助
員
と
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
処
理
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）、

資
料
作
成
・
整
理
な
ど

▽
試
験
日
時
・
場
所　

４
月
24
日
（
火
）

午
前
９
時
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防

本
部
５
階

▽
試
験
内
容　

教
養
試
験
・
面
接
試
験

▽
期
間　

６
月
１
日
～
２
年
間
で
繁
忙
期

に
連
続
６
か
月

　

平
成
30
年
度
版
ク
リ
ー

ン
カ
レ
ン
ダ
ー
（
Ｂ
地
域
）

の
10
月
の
収
集
日
程
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　

訂
正
シ
ー
ル
を
５
月
号

広
報
誌
と
同
時
に
全
戸
に

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す
の

で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
貼
り

付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

環
境
総
務
課
（
☎
８

２
４
・
０
９
１
１
、
ＦＡＸ
８

２
１
・
３
３
４
９
）

平成 30 年度版
クリーンカレンダーの訂正

Ｂ地域 

訂
正
後
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

▽
勤
務
日
時　

週
４
日
勤
務
の
平
日
午
前

９
時
45
分
～
午
後
４
時
15
分

▽
勤
務
場
所　

消
防
本
部
・
各
消
防
署

▽
賃
金　

時
給
９
４
１
円

※
①
交
通
費
支
給
（
上
限
あ
り
）
②
改
定

す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
た
も
の
を
４
月
６
日
～
16
日
＝
消
印
有

効
＝
の
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
直

接
窓
口
又
は
郵
送
で
枚
方
寝
屋
川
消
防
組

合
人
事
課
（
〒
573
―
１
１
９
１
枚
方
市
新

町
一
丁
目
７
番
11
号
☎
８
５
２
・
９
９
２

２
）

※
郵
送
の
と
き
は
受
験
票
返
信
用
封
筒
が

必
要
で
す
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
①
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
②

詳
し
く
は
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

防

　
　犯

４
月
18
日
～
27
日 

春
の
地
域
安
全
運
動

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
防
犯
協
会
、
寝
屋

川
警
察
署
、
市
が
一
つ
に
な
っ
て
犯
罪
の

な
い
安
全
で
安
心
な
、
明
る
く
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
行
い
ま

す
。

∧
期
間
中
の
主
な
活
動
な
ど
∨

　

①
４
月
18
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
か

ら
市
内
４
駅
（
寝
屋
川
市
駅
、
香
里
園
駅
、

萱
島
駅
、
東
寝
屋
川
駅
）
で
防
犯
広
報
活

動
②
４
月
21
日
（
土
）
午
後
８
時
か
ら
市

全
域
で
夜
間
一
斉
街
頭
防
犯
活
動
③
各
地

域
で
啓
発
の
ぼ
り
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
掲
出
。

問　

寝
屋
川
警
察
署
生
活
安
全
課
（
☎

８
２
３
・
１
２
３
４
）
又
は
市
危
機
管

理
室

交
通
安
全

４
月
６
日
～
15
日 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
行
い
ま
す
。

∧
寝
屋
川
交
通
安
全
大
会
∨

　

４
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
、
市

立
市
民
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル
、
交
通
事
故

遺
族
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」
代
表

に
よ
る
講
演
「
生
命
を
越
す
も
の
は
な

い
」、
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校

ダ
ン
ス
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
・
吹
奏
楽
部
に

よ
る
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
、
参
加
無
料
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込　

当
日
直
接

問　

道
路
交
通
課

税
・
保
険
・

年
金

税
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

∧
平
成
30
年
度
は
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
年
度
∨

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在
の
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
が
、
そ

の
資
産
の
あ
る
市
町
村
に
資
産
価
値
に
応

じ
て
納
付
す
る
税
金
で
す
。

　

土
地
及
び
家
屋
の
資
産
価
値（
評
価
額
）

は
、
国
の
基
準
に
よ
り
評
価
し
ま
す
が
、

土
地
と
家
屋
の
資
産
価
値
の
変
動
に
対
応

し
て
評
価
額
を
適
正
な
均
衡
の
と
れ
た
も

の
と
す
る
た
め
、３
年
に
１
回
見
直
し（
評

価
替
え
）
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
評
価
替
え
の
年
度
の
た

め
、
評
価
額
が
前
年
度
と
は
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

∧
固
定
資
産
帳
簿
の
縦
覧
∨

▽
期
間　

４
月
２
日
～
５
月
31
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分(

土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く)

※
期
間
終
了
後
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

▽
場
所　

固
定
資
産
税
課

▽
対
象　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿

▽
縦
覧
で
き
る
人　

①
固
定
資
産
税(

土

地
・
家
屋)

の
納
税
者
②
同
居
の
親
族
で

納
税
者
か
ら
の
委
任
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人
③
納
税
者
の
代
理
人(

代
理
人
選
任

届
又
は
委
任
状
が
必
要) 

※
本
人 (

代
理
人
を
含
む
）確
認
の
た
め
、

運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

固
定
資
産
税
課

∧
固
定
資
産
の
審
査
申
出
∨

　

固
定
資
産
の
評
価
額
に
不
服
が
あ
る
と

き
は
、
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に

審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
し
出
の
で
き
る
期
間
は
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
価
格
な
ど
を
登
録
し
た
旨

の
公
示
の
日
（
例
年
３
月
末
）
以
降
、
納

税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
３
か
月

以
内
で
す
。

問　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事
務
局

（
市
民
税
課
内
）

各
種
保
険
・
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

∧
平
成
30
年
度
の
納
付
は
６
月
か
ら
∨

　

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
６

月
上
旬
に
決
定
し
、
通
知
書
を
６
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。
納
付
書
払
い
の
人
は
年

額
保
険
料
を
10
回
に
分
割
し
た
納
付
書
を

同
封
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人
は
、

平
成
30
年
２
月
と
同
額
を
４
月
・
６
月
・

８
月
に
仮
徴
収
額
と
し
て
徴
収
し
、
平
成

30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
決
定
後
、
仮

徴
収
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を
10
月
・
12

月
・
翌
年
２
月
に
本
徴
収
額
と
し
て
特
別

徴
収
し
ま
す
。
本
徴
収
開
始
の
お
知
ら
せ

な
ど
は
６
月
に
送
付
し
ま
す
。

※
保
険
料
の
決
定
に
は
前
年
中
の
収
入
申

告
が
必
要
で
す
。
確
定
申
告
、
市
・
府
民

税
申
告
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て
い

な
い
人
は
、
収
入
が
な
く
て
も
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

∧
加
入
・
脱
退
な
ど
の
届
け
出
は

14
日
以
内
に
∨

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
な
ど
の

届
け
出
は
必
要
な
書
類
な
ど
を
確
認
し
て

必
ず
14
日
以
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
な
い
と
き
は
、
医
療
費
が
全
額

自
己
負
担
に
な
る
な
ど
の
不
利
益
に
な
る
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健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

税
・
保
険
・
年
金

安
全
・
安
心

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

∧
届
け
出
案
内
∨

　

届
け
出
は
平
常
業
務
の
ほ
か
、
毎
週
木

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
後
８
時
ま
で
と

毎
月
第
４
日
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
に
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
シ

テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
平
日
と
毎
月

第
４
日
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分
（
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
は
平
日
午
前
10

時
～
午
後
５
時
）
に
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問　

保
険
事
業
室
（
賦
課
担
当
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る 

お
知
ら
せ

∧
保
険
料
の
算
定
∨

　

保
険
料
率
は
、
２
年
ご
と
に
改
正
さ
れ

ま
す
。
平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料
率
は

下
の
図
の
と
お
り
で
す
。

∧
保
険
料
の
軽
減
∨

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の

被
保
険
者
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
か
ら
所
得
割
額
の
軽
減
措

置
を
廃
止
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

∧
注
意
事
項
∨

　

軽
減
対
象
者
の
判
定
は
、
前
年
の
所
得

情
報
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。
所
得
情
報

が
な
い
人
は
軽
減
の
判
定
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
市
保
険
事
業
室
（
後
期
高
齢
者

医
療
担
当
）
に
簡
易
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

∧
歯
科
健
康
診
査
∨

　

府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
指

定
す
る
歯
科
医
院
で
、
４
月
１
日
～
翌
年

３
月
31
日
に
１
回
、
無
料
で
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
下
旬
頃
に
「
歯
科
医
院
リ
ス
ト
」

を
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
。
事
前
に
歯
科

医
院
に
問
い
合
わ
せ
て
、
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
①
病
院
又
は
診
療
所
に
６
か
月
以
上
継

続
し
て
入
院
中
の
人
②
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

な
ど
。

∧
健
康
診
査
受
診
券
の
送
付
∨

　

被
保
険
者
に
「
健
康
診
査
受
診
券
」

を
４
月
下
旬
頃
に
対
象
者
に
送
付
し
ま

す
。

　

受
診
券
に
記
載
の
有
効
期
限
内
に
、
指

定
医
療
機
関
な
ど
で
１
回
無
料
で
受
診
で

き
ま
す
。
事
前
に
医
療
機
関
な
ど
に
連
絡

し
、
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
①
病
院
又
は
診
療
所
に
６
か
月
以
上
継

続
し
て
入
院
中
の
人
②
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
。

◎
退
院
・
退
所
し
た
と
き
は
、
受
診
券
が

発
行
さ
れ
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

∧
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成
∨

　

被
保
険
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

と
き
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
上

限
額
２
万
６
０
０
０
円
、
年
度
中
１
回
限

り
）。
受
診
後
に
市
保
険
事
業
室
（
後
期

高
齢
者
医
療
担
当
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
ま
で
領
収
書
な
ど
は
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
人
間
ド
ッ
ク

の
領
収
書
②
人
間
ド
ッ
ク
検
査
結
果
通
知

書
な
ど
の
写
し
③
被
保
険
者
証
④
口
座
情

報
が
分
か
る
も
の
⑤
印
鑑

※
脳
ド
ッ
ク
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

問　

府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
資

格
管
理
課
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
２
８
、

給
付
課
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

又
は
市
保
険
事
業
室
（
後
期
高
齢
者
医
療

担
当
）

年
金
制
度

国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の 

お
知
ら
せ

∧
保
険
料
の
改
定
∨

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
が
月
額
１
万
６

３
４
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
前
納
な
ど
、
納
付
方
法
に
よ
っ
て

は
納
付
額
の
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
。

∧
学
生
の
納
付
特
例
申
請
を
受
付
∨

　

学
生
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
と
き
は
、
学
生
納
付
特
例
申
請
を
し

て
本
人
の
前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
で
あ

れ
ば
学
生
納
付
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
分
の
受
付
は
４
月
２
日

（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
年
金
手
帳
②

学
生
証
の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
③
印
鑑

（
本
人
が
申
請
す
る
と
き
は
不
要
）

∧
国
民
年
金
の
加
入
や

種
別
の
変
更
届
∨

　

退
職
し
た
と
き
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養
で
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
に
は
、
年
金
手
帳
・
印
鑑
な
ど

の
ほ
か
、
書
類
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問　

市
民
課
（
年
金
担
当
）

府の平成30・31年度の保険料（被保険者１人当たり）

※被保険者の所得は、年金収入のみで年金収入が330万円未満のとき、「年金収入額－120万
円（公的年金等控除額）－33万円（基礎控除額）」となります。マイナスのときは０円です
（遺族年金などの非課税年金は上記の年金収入額には含みません）。詳しくは問い合わせて
ください。

被保険者均等割額
51,491 円

保険料（年間）

（限度額 62 万円）

所 得 割 額
※被保険者の
       所得× 9.90%
               （所得割率）

＝ ＋
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

健
康
・
福
祉

母
子
保
健

母
子
保
健
事
業

　

日
時
な
ど
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担
当
）

乳
幼
児
健
康
診
査
　

　

４
月
分
の
個
別
通
知
が
ま
だ
届
い
て
な

い
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
４
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
29
年
11
月
16
日
～
12
月
11
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
28
年
７
月
16
日
～
８
月
22
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
26
年
９
月
１
日
～
10
月
７
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
歯
の
親
子
教
室
∨

　

平
成
27
年
９
月
１
日
～
10
月
10
日
生
ま

れ
の
人
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担
当
）

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

▽
対
象　

妊
娠
中
の
市
民

▽
内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
（
虫
歯
・

歯
周
病
・
欠
損
歯
な
ど
）・
歯
面
清
掃
・

指
導
な
ど

▽
回
数　

妊
娠
中
に
１
回

▽
健
診
費
用　

無
料

▽
受
診
方
法　

市
内
の
取
扱
医
療
機
関

（「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
又
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
子
育
て
支
援
課
」
に
掲

載
）
に
直
接
連
絡
し
、
母
子
健
康
手
帳
・

健
康
保
険
証
・
受
診
券
（
母
子
健
康
手
帳

別
冊
「
す
こ
や
か
に
」
に
付
い
て
い
ま
す
）

を
窓
口
に
提
出

問　

子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担
当
）

子
ど
も
の
予
防
接
種

　

予
防
接
種
の
開
始
時
期
、
追
加
接
種
な

ど
を
確
認
し
、
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

（
下
の
表
の
と
お
り
）。

▽
接
種
場
所　

市
内
又
は
守
口
市
・
門
真

市
・
大
東
市
・
四
條
畷
市
内
の
取
扱
医
療

機
関
（「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
子
育
て
支
援
課
」

に
掲
載
）

※
①
取
扱
医
療
機
関
に
予
約
し
、
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い

②
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
市
内
取
扱
医
療
機
関
と
枚
方

市
・
交
野
市
の
６
か
所
の
医
療
機
関
で
の

取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

▽
費
用　

定
期
接
種
の
期
間
内
は
無
料

∧
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
∨

　

平
成
30
年
度
に
18
歳
に
な
る
人
（
平
成

12
年
４
月
２
日
～
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
）
は
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
、
不

足
分
は
忘
れ
ず
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
長
期
療
養
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由

で
、
期
間
内
に
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
の
救
済
制
度
が
あ
り
ま
す
（
２
か
月

頃
の
子
ど
も
は
、
接
種
案
内
を
個
別
に
通

知
す
る
予
定
で
す
）。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
予
防
接
種
担
当
）

内　容 日　時 対　象 申　込

離乳食
相談

離乳食についての相談
（始め方が分からない、ス
ムーズに進まないなど）

５月10日（木）
午後２時30分

～３時30分

離乳食が進
みにくい乳児
の保護者５人 開催日の

前日まで
に電話離乳食

講習会
離乳食の進め方につい
ての実演と指導

　　11日・25日
いずれも金曜日
午後１時30分

～３時

４か月～７か
月の子どもと
保護者20組

育児
相談

子育てについて、保健師
などが相談に応じます。
電話での相談も受け付
けています。

月～金曜日
（祝日を除く）
午前９時
～午後５時30分

市内在住の
人

直接窓口
又は電話

母子保健事業

※いずれも市立保健福祉センター、申込順、参加無料です。

予防接種名 定期予防接種の期間 回数

ヒブ 生後２か月～５歳になる前日
※接種開始月により接種回数が変わります ４

小児用肺炎球菌 生後２か月～５歳になる前日
※接種開始月により接種回数が変わります ４

B型肝炎 １歳になる前日まで ３

４種混合 生後３か月～７歳６か月になる前日 ４

BCG １歳になる前日まで １

麻しん風しん（MR）
混合１期 １歳～２歳になる前日 １

麻しん風しん（MR）
混合２期

小学校就学前の１年間
※�平成30年度の対象者は、平成24年４月2日
～25年４月1日生まれの人

１

水痘 １歳～３歳になる前日 ２

日本脳炎1期
生後６か月～７歳６か月になる前日
※�日本脳炎は生年月日によって、特例の対象
者になる人がいます

３

日本脳炎２期
９歳～13歳になる前日
※�日本脳炎は生年月日によって、特例の対象
者になる人がいます

１

２種混合
（ジフテリア、破傷風） 11歳～13歳になる前日 １

子どもの予防接種
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

健
康
づ
く
り

８
０
２
０
表
彰

　

市
歯
科
医
師
会
は
、
80
歳
で
自
分
の
歯

を
20
本
以
上
保
つ
こ
と
を
目
指
す
「
８
０

２
０
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
（
土
）
の
「
歯
の
健
康
展
・

市
民
の
集
い
」
で
対
象
者
（
左
の
表
の
と

お
り
）
に
、「
８
０
２
０
表
彰
」
を
行
い

ま
す
。
対
象
者
は
、
次
の
方
法
で
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
80
歳
以
上
で
も
対
象
に
な
ら
な
い
と
き

が
あ
り
ま
す
。

▽
検
診
期
間　

４
月
２
日
～
５
月
18
日

▽
検
診
場
所　

市
の
成
人
歯
科
健
康
診
査

取
扱
医
療
機
関
（「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
掲
載
）

▽
検
診
料　

無
料

▽
受
診
方
法　

歯
科
医
院
に
直
接

問　

歯
科
医
師
会
事
務
局
（
☎
８
２
８
・

３
９
３
０
）
又
は
市
健
康
推
進
室

成
人
歯
科
健
康
診
査

　

対
象
者
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
（
４

月
～
９
月
生
ま
れ
の
人
は
４
月
末
・
10
月

～
３
月
生
ま
れ
の
人
は
９
月
末
に
送
付
）。

▽
対
象　

平
成
31
年
３
月
31
日
時
点
で
30

歳
・
35
歳
・
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・

60
歳
・
65
歳
・
70
歳
の
市
民

▽
費
用　

１
０
０
０
円
（
70
歳
の
人
は
無

料
）

※
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
免
除
（
受
診
前
に
免
除
の
手
続
き

が
必
要
）。

◎
①
受
診
券
が
届
か
な
い
と
き
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
②
受
診
方
法
な
ど
詳
し
く
は

受
診
券
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
推
進
室
（
健
康
づ
く
り
担
当
）

成
人
麻
し
ん
風
し
ん 

費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

　

風
し
ん
の
流
行
を
防
ぎ
、
妊
婦
と
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
麻
し
ん
風

し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費

用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

風
し
ん
抗
体
の
検
査
（
過
去
５

年
以
内
）
の
結
果
、
抗
体
が
十
分
で
な
い

と
判
定
さ
れ
た
市
民
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者

○
妊
婦
の
配
偶
者

※
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
ず
に
接
種
す

る
人
や
妊
娠
中
の
人
は
助
成
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

▽
接
種
回
数　

１
回

▽
接
種
方
法　

本
人
確
認
書
類
、
風
し
ん

抗
体
検
査
の
結
果
が
分
か
る
も
の
を
持
っ

て
、
取
扱
医
療
機
関
で
接
種

▽
自
己
負
担
額　

３
０
０
０
円

▽
場
所　

市
内
取
扱
医
療
機
関
（「
健
康

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
健
康
推
進
室
」
に
掲
載
）

※
取
扱
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る
と
き

は
、接
種
時
に
費
用
を
全
額
自
己
負
担
し
、

後
日
助
成
額
を
還
付
し
ま
す
。
平
成
31
年

３
月
31
日
（
日
）
ま
で
に
健
康
推
進
室
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
に
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
健
康
推
進

室
」
に
掲
載
）。

◎
風
し
ん
抗
体
検
査
は
寝
屋
川
保
健
所
や

医
療
機
関
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
保
健
所
・
医
療
機
関
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
推
進
室
（
健
康
づ
く
り
担
当
）

童
謡
唱
歌
を
歌
う
会 

新
緑
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
20
分
、
市
立
中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン

すこやかライフすこやかライフ
健   康

「健康」の大切さを
改めて考えてみませんか 　　　

　「健康」と感じるときは人それ
ぞれです。「健康」はどの年代の
誰にとっても大切なことです。今
日よりも明日が少しでも「健康」
だと感じるような生活を始めてみ
ませんか。
　「健康」は失って初めて大切さ
に気付くものです。家庭や職場な
どでのストレスなどにより知らな
いうちに健康を害することもあり
ます。
　市では皆さんの「健康づくり」
のために定期的に健康診査を受け
て、自身や家族の健康づくりに努
めてもらうことを勧めています。
日頃からより健康的な生活を目指
し、昨日よりも今日が少しでも充
実した暮らしを送ることができる
ように応援しています。
＜健康相談＞
　市民の皆さんの健康などについ
て保健師などが相談に応じていま
す。健康推進室まで問い合わせて
ください。

健康づくりプログラムを配布
　市民の皆さんの健康づくりを支援
するため、ライフステージ（年代）に
応じて活用できる健康づくりの目標
と健康教室や健康診査の案内、健康
づくりについての情報などを掲載し
た「健康づくりプログラム」を５月上
旬に配布します。

問　健康推進室

年齢 生まれ年

80歳 昭和13年（1938年）

85歳 昭和８年（1933年）

90歳 昭和３年（1928年）

95歳 大正12年（1923年）

100歳 大正７年（1918年）

105歳 大正２年（1913年）

8020 表彰対象者
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

タ
ー
、
40
歳
以
上
の
市
民
80
人
（
申
し
込

み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
参
加
費
５
０

０
円
（
飲
み
物
代
な
ど
）。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
往
復
は
が
き

に
イ
ベ
ン
ト
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

４
月
30
日
（
休
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立

中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
572
―
０

０
０
４
成
田
町
３
番
６
号
☎
８
３
２
・
０

０
５
０
）

骨
か
ら
キ
レ
イ
に
な
る
講
座 

～
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
～

　

５
月
25
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
健
康

指
導
室
、
20
歳
～
お
お
む
ね
45
歳
の
女
性

40
人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

◎
保
育
あ
り
ま
す
∧
６
か
月
～
就
学
前
の

子
ど
も
20
人
（
申
込
順
）
∨
。

申
込
・
問　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
健
康
推
進
室
（
健
康
づ

く
り
担
当
）

門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
東
和
薬

品
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｂ
ド
ー
ム
）
プ
ー
ル

利
用
料
金
を
一
部
補
助

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人

▽
料
金　

大
人
４
０
０
円
・
子
ど
も
２
０

０
円

▽
利
用
方
法　

健
康
推
進
室
、
市
民
課
、

各
シ
テ
ィ･

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
利
用
登
録

を
し
た
後
、
入
場
引
換
券
を
購
入

※
①
毎
年
利
用
登
録
が
必
要
で
す
②
利
用

登
録
を
行
う
と
き
は
、
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
が
証
明
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
③

障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
減

　

申
込
順
に
受
け
付
け
て
、申
し
込
み
の

翌
月
末
ま
で
に
受
診
券
を
発
送
し
ま
す
。

セ
ッ
ト
検
診
の
申
し
込
み
も
４
月
か
ら
で
、

検
診
日
は
受
診
券
で
指
定
さ
れ
た
日
時

（
平
日
）で
す
。

　

申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
、申
込
期
間

中
で
も
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

　

健（
検
）診
の
詳
し
い
内
容
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。

▽
申
込
期
間　

４
月
２
日
～
11
月
30
日

∧
申
込
方
法
∨

　

①
直
接
窓
口
…
申
込
期
間
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
30
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を

除
く
）②
郵
送
…
健（
検
）診
名
、住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
を
書
い
て
４
月
２
日
～
11
月
30

日
＝
消
印
有
効
③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
申

込
期
間
に「
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」

※
⑴
複
数
の
検
診
を
郵
送
で
申
し
込
む

人
は
、封
書
は
便
せ
ん
１
枚
に
１
検
診
、は

が
き
は
１
枚
に
１
検
診
を
書
い
て
く
だ
さ

い
⑵
受
診
対
象
に
な
る
年
度（
４
月
～
３

月
）に
１
回
∧
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）・大
腸
が
ん
検

診
は
集
団
検
診
か
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か

を
１
回
∨
受
診
で
き
ま
す
⑶
申
し
込
み
か

ら
２
か
月
が
過
ぎ
て
も
受
診
券
が
届
か
な

い
と
き
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

∧
注
意
事
項
∨

○
対
象
年
齢
は
、平
成
31
年
３
月
31
日
時

点
の
年
齢
で
す
。

○
該
当
部
位
で
受
診
中
や
経
過
観
察
中
の

人
は
、受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
が
ん
ド
ッ
ク
検
診
の
胃
が
ん
検
診
の
費

用
は
２
０
０
０
円
で
す
。

○
子
宮
が
ん
検
診（
子
宮
頸
部
の
細
胞
診

検
査
）は
２
年
に
１
回
で
す
。妊
娠
中
又
は

妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
、一
人
で
立
っ
て

い
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
受
診
で
き
な
い

の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

は
２
年
に
１
回
で
す
。妊
娠
中
又
は
妊
娠

の
可
能
性
が
あ
る
人
、授
乳
中
又
は
断
乳

直
後
の
人
、ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て

い
る
人
、豊
胸
手
術
を
し
て
い
る
人
は
受

診
で
き
な
い
の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

○
乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）、

胃
が
ん
リ
ス
ク（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）検
診
の
受
診
を

希
望
す
る
人
は
、が
ん
ド
ッ
ク
・
セ
ッ
ト
検

診
と
は
別
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
妊
娠
中
又
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人

は
、肺
が
ん
検
診・胃
が
ん
検
診・骨
密
度
検

診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
大
腸
が
ん
検
診
は
、申
し
込
み
不
要
で

す
。

∧
休
日
検
診
の
お
知
ら
せ
∨

　

乳
が
ん（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）…
10
月
20

日（
土
）、胃
が
ん
・
肺
が
ん
…
12
月
16
日

（
日
）。

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、「
広
報
ね
や

が
わ
７
月
号
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

∧
個
別
検
診
∨

　

個
別
検
診
の
検
診
名
な
ど
は
表
２
の
と

お
り
で
す
。

　

個
別
検
診
を
希
望
す
る
人
は
市
内
の
取

扱
医
療
機
関（「
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
掲
載
）で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
別
検
診
の
受
診
期
間
は
平
成
31
年
３

月
30
日（
日
）ま
で
で
す
。

∧
費
用
免
除
∨

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
…
健
康
づ
く

り
健
診（
受
診
前
に
健
康
推
進
室
で
手
続

き
）

○
生
活
保
護
世
帯
の
人
…
各
種
集
団
健

（
検
）診
・
個
別
検
診
∧
検
診
当
日（
個
別

検
診
は
前
日
ま
で
）の
受
診
前
に
保
護
課

で
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
受
け
取
り
、

健
康
推
進
室
で
手
続
き
∨

問　

健
康
推
進
室（
健
康
づ
く
り
担
当
〒

572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28
番
22
号
市
立

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

対　象 費用

子宮がん
検診

20 歳以上の女性で、平成 29 年４月～ 30
年３月に市の子宮がん検診を受診していない
人
※�子宮頸部の細胞診検査（子宮体部は医師
の判断による追加検査）

（頸部）
700円
（体部）
500円

乳がん
検診

40歳以上の女性で、平成29年４月～30年３
月に市の乳がん検診（マンモグラフィ検査）を
受診していない人
※�平成31年１月31日（木）までに予約が必要

700円

大腸がん
検診 40 歳以上の人 300円

表２　個別検診

各
種
集
団
健（
検
）診
の
受
付
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

※�①健（検）診は４月下旬（セット検診は６月）から始まります②検診場所は、市立保健福祉センターです③検診対象者は、市の住
民票がある人です④平成29年度に市の子宮がん検診を受診していない人⑤市の国民健康保険に加入している人⑥平成29年
度に市の乳がん検診（マンモグラフィ検査）を受診していない人⑦肝炎ウイルス検診は、41歳以上で受診したことがない人、過
去に肝機能異常を指摘された人も受診できます⑧胃がんリスク(ＡＢＣ)検診は、明らかな上部消化器症状があり、胃や十二指腸
の疾患が強く疑われる人、食道、胃、十二指腸の疾患で治療中の人、胃酸分泌抑制薬（特にプロトンポンプ阻害剤）を服用中、又
は2か月以内に服用していた人、胃の外科的手術（切除など）を受けた人、腎不全（血清クレアチニン値が3mg/dL以上）の人、
ピロリ菌の除菌治療中、若しくは過去にピロリ菌の除菌治療を行った人は受診できません。

表１　各種集団健（検）診 ●…受診できる検診、◎…希望者のみ（1,000円の追加費用が必要）

健（検）診名 対　象 特定
健診 胃がん 肺がん

大腸
がん

前立腺
がん 骨密度子宮がん

肝炎
ウイルス 乳がん

胃がん
リスク
（ＡＢＣ）

費　用

が
ん
ド
ッ
ク
検
診

がんドック男性 40歳～49歳の男性 ● ● ● ◎ 2,500円
50歳以上の男性 ● ● ● ● ◎ 3,100円

がんドック女性Ａ 40歳以上の女性 ● ● ● ● ◎ 2,700円

がんドック女性Ｂ 40歳以上の女性
※④ ● ● ● ● ● ◎ 3,400円

セ
ッ
ト
検
診

セット検診

40歳～49歳の男性
※⑤ ● ● ● ● ◎ 2,500円

50歳～74歳の男性
※⑤ ● ● ● ● ● ◎ 3,100円

セット検診女性A 40歳～74歳の女性
※⑤ ● ● ● ● ● ◎ 2,700円

セット検診女性B 40歳～74歳の女性
※⑥ ● ● ● ● ● ● ◎ 3,400円

各
種
が
ん
検
診

胃がん検診
（間接撮影） 35歳以上の人 検診車による間接撮影（胃透視）、バリウムを飲んで検査します 700円

肺がん検診 40歳以上の人 胸部Ｘ線検査、65歳以上の人は結核検診を含みます 200円
前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査（ＰＳＡ検査） 600円

子宮がん検診 20歳以上の女性
※④ 問診・視診・内診と子宮頸部の細胞診

各700円乳がん検診�
（マンモグラフィ検査）

40歳以上の女性
※⑥ 問診・視触診とＸ線検査

乳がん検診�
（エコー検査） 30歳～39歳の女性 問診・視触診と超音波診断

大腸がん検診 40歳以上の人 免疫学的便潜血反応検査（検便）
健康推進室・市民課・各種検診会場・委託医療機関で直接受付 300円

そ
の
ほ
か
の
健
（
検
）
診

骨密度検査 30歳以上の女性 前腕骨（手首）のＸ線検査 200円

肝炎ウイルス検診 40歳の人
※⑦

血液検査（ＨＢｓ抗原検査・ＨＣＶ抗体検査）、Ｂ型とＣ型の肝炎ウイルス
に感染していないかを調べます 1,000円

胃がんリスク
（ＡＢＣ）検診

35歳・40歳・45歳・
50歳・55歳・60歳・
65歳の人
※⑧

血液検査（ヘリコバクター・ピロリ抗体及び血清ペプシノゲン）、胃がん
や胃潰瘍、慢性萎縮性胃炎などの胃疾患にかかるリスクを判定します。
胃がんそのものを発見するための検診ではありません

500円

健康づくり健診
15歳～39歳の人・
40歳以上で生活保
護世帯の人

問診・医師診察・身体計測・検尿・血圧測定・血液検査（肝機能・貧血・腎
機能など）
◎保育あります。

700円

免
対
応
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
方
法
な

ど
は
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

プ
ー
ル
利
用
…
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
８
１
・
３
７
１
５
）、
利
用

料
金
補
助
…
市
健
康
推
進
室
（
健
康
づ
く

り
担
当
）

ど
こ
で
も
健
康
教
室

　

５
月
１
日
（
火
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
市
立
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

健
康
運
動
指
導
士
と
保
健
師
に
よ
る
出
張

健
康
教
室
、
定
員
30
人
（
申
込
順
）、
参

加
無
料
、
運
動
し
や
す
い
服
装
・
筆
記
用

具
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
が
必
要
。

◎
保
育
あ
り
ま
す
∧
６
か
月
～
就
学
前
の

子
ど
も
５
人
（
申
込
順
）
∨
。

申
込
・
問　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
健
康
推
進
室
（
健
康
づ

く
り
担
当
）高

齢
者
福
祉

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

５
月
10
日
（
木
）
午
前
11
時
～
正
午
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
セ
ミ
ナ
ー

室
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学

び
ま
す
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７

２
）元

気
ア
ッ
プ
体
操
塾

　

４
月
16
日
～
６
月
25
日
の
毎
週
月
曜
日

午
後
２
時
～
３
時
45
分
（
祝
日
を
除
く
、
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計
10
回
、
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
午
後

１
時
30
分
か
ら
）、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
４
階
運
動
指
導
室
、
高
齢
者
に
合
っ

た
柔
軟
体
操
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
バ

ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
要
支
援
や

要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
市
民
25
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き

は
抽
選
、
初
め
て
の
人
を
優
先
）、
参
加

無
料
。

申
込
・
問　

４
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室
（
☎
８

３
８
・
０
３
７
２
）

元
気
ア
ッ
プ
体
操 

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

介
護
予
防
の
体
操「
元
気
ア
ッ
プ
体
操
」

を
習
得
し
、
地
域
の
実
践
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
し
て
も
ら
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
10
日
～
７
月
５
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
（
６
月
７
日
を

除
く
、
計
８
回
、
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

運
動
指
導
室

※
見
学
は
地
域
の
活
動
会
場
。

▽
対
象　

地
域
の
公
民
館
な
ど
で
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
意
思
の
あ
る
、
お

お
む
ね
55
歳
以
上
の
市
民
25
人（
申
込
順
）

▽
参
加
費　

無
料

申
込
・
問　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室
（
☎
８
３

８
・
０
３
７
２
）

湯
っ
た
り
介
護
予
防

　

４
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
～
３
時
、

た
ち
ば
な
温
泉
（
長
栄
寺
町
☎
８
２
６
・

６
６
９
８
）、
歌
体
操
と
腹
話
術
、
65
歳

以
上
の
市
民
20
人
程
度
（
申
込
順
）、
参

加
無
料
。

※
終
了
後
の
入
浴
は
自
由
（
無
料
）
で
す
。

申
込　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
浴
場
に
電

話問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７

２
）男

性
介
護
者
の
交
流
会

　

４
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
、
介
護
経

験
の
あ
る
男
性
が
、
相
談
し
た
い
こ
と
や

介
護
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
、

参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７

２
）成

人
用
肺
炎
球
菌
の 

予
防
接
種
対
象
者

　

対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
案
内
書
を
送

付
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
過
去
に

当
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

（
下
の
表
の
と
お
り
）

▽
自
己
負
担
額　

２
０
０
０
円

※
自
己
負
担
額
の
免
除
や
取
扱
医
療
機
関

以
外
で
接
種
す
る
と
き
は
、
事
前
手
続
き

が
必
要
で
す
。

◎
①
60
歳
～
64
歳
の
人
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
よ
る
免
疫
機

能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
持

ち
、
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
健
康
推
進

室
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
②
案
内

書
が
届
か
な
い
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
③
接
種
場
所
な
ど
、
詳
し
く
は
案
内
書

に
同
封
の
説
明
書
、「
健
康
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
健
康

推
進
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

∧
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
助
成
∨

▽
対
象　

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
過
去
に

当
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
、

接
種
当
日
65
歳
以
上
で
成
人
用
肺
炎
球
菌

対
象
者
以
外
の
人

※
脾
臓
（
ひ
ぞ
う
）
摘
出
に
よ
り
健
康
保

険
の
適
応
が
あ
る
人
は
、
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▽
接
種
回
数　

１
回

▽
接
種
方
法　

本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て

取
扱
医
療
機
関
で
接
種

▽
場
所　

市
内
取
扱
医
療
機
関
（「
健
康

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
健
康
推
進
室
」
に
掲
載
）

▽
助
成
額　

３
５
０
０
円
（
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
へ
の
免
除
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
）

対
象
者

昭和28年４月２日～29年４月１日生まれ

昭和23年４月２日～24年４月１日生まれ

昭和18年４月２日～19年４月１日生まれ

昭和13年４月２日～14年４月１日生まれ

昭和８年４月２日～９年４月１日生まれ

昭和３年４月２日～４年４月１日生まれ

大正12年４月２日～13年４月１日生まれ

大正７年４月２日～８年４月１日生まれ

成人用肺炎球菌ワクチン接種

【広告】



29

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
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税
・
保
険
・
年
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健
康
・
福
祉
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ウ
ト
ド
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ポ
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民
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ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

※
取
扱
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る
と
き

は
接
種
時
に
費
用
を
全
額
自
己
負
担
し
、

後
日
助
成
額
を
還
付
し
ま
す
。
平
成
31
年

３
月
31
日
（
日
）
ま
で
に
健
康
推
進
室
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
推
進
室
（
健
康
づ
く
り
担
当
）

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　

４
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

健
康
指
導
室
、
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る

家
族
の
情
報
交
換
な
ど
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
３
８
・

０
４
０
０
）

元
気
な
う
ち
か
ら
生
活
で
い
か
そ
う

認
知
症
予
防
教
室

　

４
月
25
日
～
５
月
30
日
の
毎
週
水
曜
日

午
後
２
時
～
４
時
（
計
６
回
）、
市
立
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
運
動
指
導
室
、
講

話
・
有
酸
素
運
動
・
睡
眠
や
料
理
の
企
画

な
ど
の
実
技
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
料
理

や
運
動
な
ど
生
活
全
般
を
通
し
て
の
認
知

症
予
防
に
興
味
が
あ
り
、
現
在
運
動
制
限

が
な
く
、
教
室
終
了
後
も
認
知
症
予
防
に

取
り
組
も
う
と
思
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の

市
民
20
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽

選
、
全
回
参
加
で
き
る
初
め
て
の
人
を
優

先
）、
参
加
無
料
。

※
心
臓
や
血
圧
の
薬
を
内
服
し
て
い
る
人

は
主
治
医
に
１
時
間
程
度
の
運
動
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
か
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問　

４
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室
（
☎
８

３
８
・
０
３
７
２
）

介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト 

事
業
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
研
修
会

　

５
月
14
日
（
月
）
午
前
10
時
～
正
午
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
研
修
室

５
、
福
祉
施
設
で
簡
単
な
手
伝
い
が
で
き

る
65
歳
以
上
の
人
。

※
活
動
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
交
付
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

申
込
・
問　

５
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
電

話
で
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
３
８
・

０
４
０
０
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

障
害
者
福
祉

子
ど
も
用
補
聴
器
の
購
入
費
用
な
ど

の
助
成
対
象
を
拡
充

　

子
ど
も
用
補
聴
器
の
購
入
費
用
や
電
池

交
換
費
用
の
助
成
対
象
を
次
の
と
お
り
拡

充
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
（
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
）
の
難
聴
児
の
保
護
者
（
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）

▽
拡
充
内
容

①
軽
度
の
難
聴
児
が
使
用
す
る
補
聴
器
の

購
入
費
の
３
分
の
２
（
最
大
５
万
５
４
３

９
円
）

②
中
度
か
ら
軽
度
の
難
聴
児
が
使
用
し
て

い
る
補
聴
器
の
修
理
費
の
３
分
の
２
（
最

大
２
万
１
１
６
９
円
）

③
申
請
時
に
必
要
な
医
師
意
見
書
作
成
の

検
査
料
最
大
５
０
０
０
円
（
補
聴
器
の
購

入
・
修
理
費
に
限
る
）

④
難
聴
児
が
使
用
し
て
い
る
補
聴
器
の
電

池
交
換
費
１
台
（
片
方
の
耳
）
に
つ
き
年

間
最
大
５
０
０
０
円

※
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

直
接
、
障
害
福
祉
課
の
窓
口

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

４
月
26
日
～
平
成
31
年
３
月
７
日
の
木

曜
日
①
午
前
10
時
～
正
午
②
午
後
７
時
～

９
時
（
い
ず
れ
も
計
42
回
）、
①
市
総
合

セ
ン
タ
ー
４
階
視
聴
覚
室
②
市
立
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
５
階
多
目
的
ホ
ー
ル
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
で
初
め
て
手
話
を
学

ぶ
人
各
25
人
程
度
（
申
し
込
み
が
多
い
と

き
は
抽
選
）、
受
講
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

３
２
４
０
円
が
別
に
必
要
）。

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
・
コ
ー

ス
（
①
又
は
②
）、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
、
勤
務
先
・
学
校
名
（
市
外
在

住
の
人
の
み
）
を
書
い
て
４
月
13
日
（
金
）

＝
必
着
＝
ま
で
に
障
害
福
祉
課
（
〒
572
―

８
５
３
３
池
田
西
町
28
番
22
号
）

人

　権

４
月
女
子
会
ト
ー
ク

　

話
し
た
い
こ
と
、聞
い
て
み
た
い
こ
と
、

女
同
士
で
気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ

う
。

　

①
４
月
６
日
（
金
）
午
後
７
時
～
８
時

30
分
②
19
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～
正

子
育
て
・
教
育

人
　
権

【広告】
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広報ねやがわ
平成 30年４月号

午
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
、
女
性
10
人

程
度
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・

５
７
８
９
）

ふ
ら
っ
と
シ
ネ
マ 

「
オ
フ
サ
イ
ド
・
ガ
ー
ル
ズ
」

　

４
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
40

分
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
、
女
性
は
ス

タ
ジ
ア
ム
で
男
性
の
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
イ
ラ
ン
の
ル
ー
ル

に
逆
ら
っ
て
で
も
突
き
進
む
、
少
女
た
ち

の
奮
闘
を
描
く
物
語
、
定
員
30
人
（
申
込

順
）、
参
加
無
料
。

申
込
・
問　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ふ
ら
っ

と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・
５
７
８
９
、

ＦＡＸ
８
０
０
・
５
４
８
９
）

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の 

貸
し
出
し

　

人
権
に
つ
い
て
話
し
合
う
材
料
と
し
て

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
権
文
化
課
」
を
見
て

く
だ
さ
い
。

問　

人
権
文
化
課子

育
て
・
教
育

待
機
児
童
保
育
施
設
の
開
設
及
び 

愛
称
の
決
定

　

希
望
す
る
保
育
施
設
が
利
用
で
き
る
ま

で
の
間
、
一
時
的
に
児
童
の
受
け
入
れ
を

行
う
待
機
児
童
保
育
施
設
を
４
月
１
日

（
日
）
か
ら
開
設
し
ま
す
。

▽
名
称　

待
機
児
童
保
育
施
設　

認
定
こ

ど
も
園
き
ん
も
く
せ
い
保
育
園　

分
園
結

（
ゆ
い
）

▽
開
園
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

▽
場
所　

成
田
西
町
15
番
12
号

▽
対
象　

０
歳
児
～
２
歳
児

∧
待
機
児
童
保
育
施
設
の
愛
称
∨

　

応
募
総
数
27
点
の
中
か
ら
、
市
内
在
住

の
子
育
て
世
帯
の
投
票
に
よ
り
、
山
本
末

美
さ
ん
の
「
ク
ロ
ー
バ
ー
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
子
ど
も
・
保
護
者
・
支
援
者
の
「
三

位
一
体
」
に
、
あ
と
少
し
の
「
力
」
で
幸

せ
の
四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

問　

保
育
課
（
☎
８
１
２
・
２
５
５
２
）

子
ど
も
・
児
童
虐
待
に
つ
い
て
の 

相
談

　

子
ど
も
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

∧
子
ど
も
に
つ
い
て
の
相
談
∨

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象

に
、
臨
床
心
理
士
が
い
じ
め
や
発
達
な
ど

の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て

発
達
検
査
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
☎
８
３
８
・
０
１
８
１
…
月
～
金
曜
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

∧
こ
ど
も
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
∨

　

い
じ
め
で
悩
ん
で
い
た
り
、
友
だ
ち
の

安
全
に
不
安
が
あ
っ
た
り
す
る
と
き
は
、

迷
わ
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

○
☎
０
１
２
０
・
７
８
３
０
・
66
…
月
～

金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

∧
児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
∨

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
に
気
付
い
た
と
き
や
虐
待
を
し
て
し
ま

い
そ
う
な
と
き
は
、
迷
わ
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）。

○
☎
８
３
８
・
０
４
６
６
…
月
～
金
曜
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

∧
い
じ
め
の
サ
イ
ン

「
守
っ
て
あ
げ
た
い
」
∨

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス

（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
し
、気
軽
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
じ
め
の
兆
候
に

気
付
き
早
期
対
応
に
つ
な
げ
る
も
の
で

す
。
児
童
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
も

利
用
で
き
ま
す
（
利
用
料
は
無
料
で
す
。

通
信
料
は
か
か
り
ま
す
）。

問　

こ
ど
も
を
守
る
課

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
、
学
校
の
費
用
に

困
っ
て
い
る
保
護
者
に
援
助
を
行
い
ま

す
。

▽
対
象　

市
立
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
・
生
徒
が
い
る
又
は
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
府
立
富
田
林
中
学
校
・
国
立
・
私

立
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒

【広告】
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が
い
る
保
護
者
で
、
世
帯
全
員
の
総
所
得

金
額
（
平
成
29
年
１
月
～
12
月
）
が
認
定

基
準
額
以
下

▽
受
付
期
間　

４
月
２
日
～
27
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

※
４
月
21
日
～
22
日
は
受
け
付
け
ま
す
。

▽
受
付
場
所　

市
役
所
本
館
２
階
第
１
会

議
室

申
請　

申
請
用
紙
（
受
付
場
所
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
（
振
り
込
み
指
定
の
口

座
な
ど
）
を
記
入
・
押
印
し
、
保
護
者
名

義
の
通
帳
・
印
鑑
を
持
っ
て
保
護
者
が
直

接∧
受
付
に
つ
い
て
の
お
願
い
∨

〇
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

〇
平
成
29
年
分
の
所
得
が
な
い
と
き
で

も
、
世
帯
全
員
が
必
ず
市
・
府
民
税
の
申

告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

〇
生
活
保
護
法
の
教
育
扶
助
を
受
け
て
い

る
と
き
は
、申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

教
育
政
策
総
務
課

育
児
援
助
・
家
事
援
助 

ヘ
ル
パ
ー
派
遣

　

出
産
前
後
の
つ
ら
い
時
期
に
、
育
児
や

家
事
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

▽
日
時　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分
（
１
日
１
回
２
時
間
、最
大
30
回
ま
で
）

▽
対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
家
庭
①

出
産
予
定
日
の
２
か
月
前
～
生
後
６
か
月

以
内
の
乳
児
が
い
る
②
親
族
な
ど
の
支
援

が
な
い
③
産
婦
の
出
産
後
の
健
康
状
況
が

不
十
分
④
育
児
や
家
事
を
す
る
こ
と
が
困

難※
妊
娠
６
か
月
か
ら
申
し
込
み
可
。

▽
内
容　

①
育
児
援
助
…
お
む
つ
交
換
、

も
く
浴
補
助
ほ
か
、
育
児
に
つ
い
て
の
日

常
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
②
家
事
援

助
…
食
事
の
準
備
・
住
居
の
掃
除
・
保
育

所
な
ど
へ
の
付
き
添
い
な
ど

▽
利
用
料　

１
時
間
４
０
０
円
（
所
得
に

よ
る
減
免
制
度
あ
り
）

申
込
・
問　

直
接
、
子
育
て
支
援
課
の
窓

口※
市
立
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
た
ん
ぽ
ぽ
保

育
所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い
る
家
庭
に
民

生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
が
訪
問
し
、
子

育
て
を
応
援
す
る
子
育
て
ナ
ビ
と
子
育
て

マ
ッ
プ
を
届
け
ま
す
。

　

対
象
家
庭
に
は
、
事
前
に
、
は
が
き
が

届
き
ま
す
（
申
し
込
み
は
不
要
）。

　

訪
問
し
て
留
守
の
と
き
は
不
在
票
を
投

函
し
ま
す
。
表
札
が
な
い
家
庭
は
情
報
誌

を
届
け
ら
れ
な
い
の
で
玄
関
に
表
札
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

問　

子
育
て
支
援
課（
子
育
て
支
援
担
当
）

病
児
保
育
施
設
利
用
料
金
の 

減
免
制
度

　

４
月
か
ら
病
児
保
育
施
設
（
病
児
保
育

所
つ
く
し
、
病
児
保
育
み
な
み
）
の
利
用

料
金
に
つ
い
て
、
世
帯
の
区
分
に
応
じ
た

減
免
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

▽
利
用
料
金　

生
活
保
護
受
給
世
帯
…
利

用
料
金
の
全
額
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
…

利
用
料
金
の
う
ち
、
１
０
０
０
円
を
減
免

（
延
長
保
育
料
や
受
診
料
な
ど
は
対
象
外
）

申
請　

減
免
に
該
当
す
る
世
帯
で
あ
る
証

明
書
の
写
し
（
生
活
保
護
法
医
療
券
・
保

育
所
又
は
市
立
幼
稚
園
保
育
料
の
決
定
通

知
書
・
課
税
証
明
書
な
ど
）
を
持
っ
て
直

接
、
病
児
保
育
施
設

※
証
明
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
保
育

課
で
「
病
児
保
育
施
設
利
用
料
金
減
免
証

明
書
」
の
申
請
受
付
及
び
交
付
が
で
き
ま

す
（
申
請
の
と
き
は
印
鑑
及
び
本
人
確
認

書
類
が
必
要
）。

問　

保
育
課

元
気
っ
子
ラ
ン
ド 

（
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

　

４
月
25
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
と

保
護
者
・
小
学
生
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

伝
承
あ
そ
び
（
工
作
）

　

４
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
と
保
護
者
・

小
学
生
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）子

ど
も
・
親
子

体
操
ひ
ろ
ば

　

４
月
11
日
（
水
）・
16
日
（
月
）
の
午

前
11
時
～
11
時
10
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
、
幼
児
向
け
の
曲
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
す
、
乳
幼
児
と
保
護
者
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

に
こ
に
こ
ラ
ン
ド 

（
こ
い
の
ぼ
り
工
作
）

　

４
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～
11

時
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
乳
幼
児
と
保

護
者
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

誕
生
会

　

毎
日
（
第
３
日
曜
日
・
休
館
日
を
除

く
）
午
前
11
時
30
分
～
正
午
、
市
立
エ
ス

ポ
ア
ー
ル
、
カ
ー
ド
・
手
形
・
身
体
計
測
、

４
月
生
ま
れ
の
乳
幼
児
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

人
　
権

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

「地域子育て支援拠点」のイベントは
44～ 45ページを見てください。
「地域子育て支援拠点」のイベントは
44～ 45ページを見てください。

て子育地域で地域で
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

【広告】

４
１
４
１
）

絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

４
月
11
日
（
水
）
午
前
11
時
10
分
～
11

時
30
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
乳
幼
児

と
保
護
者
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

読
書
の
じ
か
ん

　

４
月
14
日
（
土
）
午
後
３
時
～
４
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
・
展
示
な
ど
、
幼
児
と
保
護
者
・
小
学

生
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

ほ
ほ
え
み
タ
イ
ム

　

４
月
16
日
（
月
）
午
前
11
時
10
分
～
11

時
30
分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
手
遊
び
・

触
れ
合
い
遊
び
・
絵
本
、
乳
幼
児
と
保
護

者
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
（
前
期
）

　

①
５
月
10
日
～
10
月
11
日
の
木
曜
日
②

５
月
11
日
～
10
月
12
日
の
金
曜
日
・
６
月

７
日
（
木
）、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11

時
（
計
12
回
）、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、

手
遊
び
や
歌
・
体
操
・
運
動
な
ど
を
通
し

て
親
子
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
、
市
内
在
住
の
平
成
27
年
４
月
２
日
～

28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
保
護

者
各
15
組
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽

選
）、
参
加
費
３
０
０
０
円
（
材
料
費
・

保
険
料
を
含
む
）。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
（
双
子
の
と
き

は
１
枚
で
可
）
に
ク
ラ
ブ
名
、参
加
曜
日
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど
も
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
４
月
16
日
（
月
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
〒
572
―

０
０
４
３
錦
町
21
番
３
号
☎
８
２
８
・
４

１
４
１
）

よ
ち
よ
ち
ク
ラ
ブ
（
前
期
）

　

①
５
月
７
日
～
10
月
１
日
の
月
曜
日・６

月
５
日（
火
）②
５
月
８
日
～
10
月
２
日
の

火
曜
日
、い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
10
時
50

分（
計
12
回
）、市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、手
遊

び
や
歌
、体
操
な
ど
を
通
し
て
親
子
の
触

れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
、市
内
在
住
の

平
成
28
年
４
月
２
日
～
29
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
保
護
者
各
15
組（
申
し

込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、参
加
費
３
０

０
０
円（
材
料
費・保
険
料
を
含
む
）。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
（
双
子
の
と
き

は
１
枚
で
可
）
に
ク
ラ
ブ
名
、参
加
曜
日
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど
も
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
４
月
16
日
（
月
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
〒
572
―

　対象の子育て支援サービス
１万円分に使える「ねやがわ
☆子育てスタート応援クーポ
ン」を交付しています。
　まだ受け取っていない人は
申請してください。
▶�対象　平成26年４月１日
以降に生まれた子どもの保
護者
▶使用できる主なサービス
◦一時預かり事業
◦�育児援助・家事援助ヘ
ルパー派遣
◦講座
◦予防接種
※�平成30年度オープンのリ
ラット（市立子育てリフレッ
シュ館）でも使えます。

▶�使用期限　子どもが３歳に
なる誕生日以後の最初の

３月31日まで（平成26年４
月１日～28年３月31日生ま
れは、平成31年３月31日ま
で）

申請・問　平日午前９時～午
後５時（年末年始は除く）に母
子健康手帳・住所が分かるもの
（運転免許証・保険証など）を
持って、子育て支援課
※�詳しくは市ホームページ「子
育て支援課」又は問い合わ
せてください。

ねやがわ☆子育てスタート応援クーポン
３歳まで使えます
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

０
０
４
３
錦
町
21
番
３
号
☎
８
２
８
・
４

１
４
１
）

キ
ラ
キ
ラ
・
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

５
月
16
日
～
平
成
31
年
３
月
６
日
①
０

歳
～
１
歳
…
午
前
10
時
～
10
時
50
分
②
２

歳
～
３
歳
…
午
前
11
時
～
11
時
50
分
、
い

ず
れ
も
水
曜
日
（
計
18
回
）、
市
立
中
央

公
民
館
、
音
と
親
し
ん
で
心
と
体
と
脳
を

育
て
ま
し
ょ
う
、
市
内
在
住
の
子
ど
も
と

保
護
者
各
12
組
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き

は
抽
選
）、
受
講
料
年
９
０
０
０
円
、
飲

み
物
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

返
信
用
の
は
が
き
を
持
っ
て

直
接
窓
口
又
は
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
月

齢
、
希
望
時
間
（
①
又
は
②
）
を
書
い
て

４
月
４
日
～
30
日
＝
消
印
有
効
＝
に
市
立

中
央
公
民
館
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西

町
28
番
22
号
☎
８
３
８
・
０
１
８
９
）

子
育
て
カ
フ
ェ
「
キ
ッ
サ
コ
」
１
期

　

５
月
４
日
・
６
月
８
日
・
７
月
６
日
・

８
月
３
日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
午
前
10
時

～
11
時
30
分
、
市
立
中
央
公
民
館
、
気
軽

な
気
分
で
子
育
て
の
悩
み
を
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
せ
ん
か
、
市
内
在
住
の
０
歳
～
就
学

前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
20
人
（
子
ど

も
連
れ
可
）、
参
加
無
料
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
８
９
）

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

市
民
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
新
規
に
利
用
す
る

人
は
、
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
時
間

に
遅
れ
る
と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

　

①
５
月
４
日
（
祝
）
午
後
１
時
30
分
～

３
時
②
20
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時
③
25
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
、

16
歳
以
上
の
人
30
人
（
申
込
順
）、
受
講

料
３
５
０
円
（
利
用
許
可
証
・
テ
キ
ス
ト

代
、
当
日
納
付
）、
写
真
・
上
靴
・
住
所

を
確
認
で
き
る
免
許
証
な
ど
が
必
要
。

申
込
・
問　

開
始
日
の
前
日
ま
で
に
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
体
育
館
（
☎

８
２
４
・
５
８
５
８
）

レ
ス
リ
ン
グ
教
室 

（
エ
ン
ジ
ョ
イ
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

　

４
月
～
平
成
31
年
３
月
の
毎
週
①
火
・

金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
②
日
曜
日
午
後

３
時
～
５
時
30
分
、
い
ず
れ
も
幼
児
・
小
・

中
学
生
、
受
講
料
月
１
０
０
０
円
。

申
込　

当
日
直
接

問　

池
田
（
☎
８
２
４
・
５
０
０
９
）

柔
道
教
室
（
１
期
）

　

４
月
11
日
～
７
月
13
日
の
毎
週
水
・
金

曜
日
①
小
学
生
…
午
後
６
時
30
分
～
７
時

30
分
②
中
学
生
以
上
…
午
後
８
時
～
９

時
、
基
本
動
作
・
礼
儀
作
法
な
ど
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
各
30
人
（
申
込

順
）、
受
講
料
…
小
・
中
学
生
８
０
０
０

円
（
保
険
料
８
０
０
円
が
別
に
必
要
）・

一
般
１
万
円
（
保
険
料
１
８
５
０
円
が
別

に
必
要
）。

申
込　

当
日
直
接

問　
「
市
柔
道
連
盟
」・
中
川
（
☎
８
５
３
・

３
３
５
６
＝
午
後
７
時
以
降
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

（
楽
し
も
う
会
）

　

金
曜
日
…
４
月
20
日
・
５
月
18
日
・
９

月
14
日
・
10
月
19
日
・
11
月
16
日
・
12
月

14
日
、
火
曜
日
…
６
月
12
日
・
７
月
10
日
、

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
、
初
心
者
か

ら
経
験
者
、
参
加
費
２
０
０
円
、
上
靴
が

必
要
。

申
込　

当
日
直
接　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　
「
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
」・

尾
﨑
（
☎
８
８
８
・
２
３
１
３
）

市
民
体
育
大
会　

卓
球
の
部

　

５
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
15
分
、
①

一
般
の
部
（
男
子･

女
子
）
…
申
込
人
数

に
よ
り
混
合
（
ダ
ブ
ル
ス
又
は
団
体
）
②

中
学
生
の
部
（
男
子
・
女
子
の
部
）
…
個

人
戦
の
み
、
い
ず
れ
も
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人
、
参
加
費
…
一

般
６
０
０
円
・
中
学
生
４
０
０
円
。

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

【広告】
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

申
込　

所
定
の
用
紙
（
①
は
必
ず
年
齢
を

書
く
）
を
直
接
窓
口
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
４
月
18
日
（
水
）
午
後
５
時
＝
必
着
＝

ま
で
に
市
卓
球
協
会
事
務
局
（
〒
572
―
０

８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市
民
体

育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

北
野
（
☎
８
１
２
・
５
５
５
５
）

市
民
体
育
大
会　

柔
道
の
部

　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
、
団

体
の
部
…
①
少
年
男
子
の
部
（
中
学
生
、

３
人
戦
、
１
団
体
４
チ
ー
ム
ま
で
、
段
位

制
限
な
し
）
②
一
般
男
子
の
部
（
５
人
戦
、

１
団
体
２
チ
ー
ム
ま
で
、
点
取
り
式
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
、
合
計
段
位
８
段
以
下
、
段
外

は
数
え
な
い
）、
個
人
の
部
…
③
小
学
生

の
部
（
学
年
別
）
④
中
学
校
男
子
の
部
、

女
子
の
部
（
学
年
別
）
⑤
一
般
女
子
の
部

⑥
一
般
男
子
の
部
（
段
外
・
初
段
・
２
段

以
上
）
⑦
小
学
生
団
体
の
部
（
３
人
戦
、

１
団
体
４
チ
ー
ム
ま
で
）、
市
内
在
住
・

在
職
・
在
学
・
在
教
室
（
ク
ラ
ブ
）
の
小

学
校
３
年
生
以
上
の
人
、
参
加
費
…
団
体

の
部
（
１
チ
ー
ム
）
＝
①
⑦
５
０
０
円
②

２
５
０
０
円
・
個
人
の
部
＝
③
１
０
０
円

④
２
０
０
円
⑤
⑥
５
０
０
円（
当
日
納
付
、

棄
権
の
と
き
も
参
加
費
納
付
）。

※
参
加
者
が
少
な
い
種
目
は
中
止
又
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
又
は
郵

送
で
４
月
20
日
（
金
）
午
後
５
時
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
柔
道
連
盟
（
〒
572
―
０
８
２

３
下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市
民
体
育
館

内
）

問　

豊
田
（
☎
０
９
０
・
８
９
８
２
・
７

２
６
６
＝
午
後
６
時
～
９
時
）

バ
ラ
エ
テ
ィ
交
流 

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

　

５
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
、
チ
ー
ム

別
対
抗
ダ
ブ
ル
ス
戦
、
シ
ン
グ
ル
ス
戦
、

１
チ
ー
ム
５
人
（
男
性
２
人
・
女
性
３
人
、

男
性
の
代
わ
り
に
女
性
の
参
加
可
）、
市

内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
中
学
生
以
上
の

人
、
参
加
費
１
人
１
０
０
０
円
（
当
日
納

付
）。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
５
月
６

日
（
日
）
ま
で
に
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協

会
事
務
局
（
市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８

２
２
・
６
８
０
０
）

問　

田
伏
（
☎
８
２
２
・
２
８
９
０
）

池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

池
の
里
ク
ラ
ブ

∧
①
池
の
里
ク
ラ
ブ
ま
つ
り
∨

▽
日
時　

４
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
２
時
＝
雨
天
決
行
（
屋
外
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
変
更
あ
り
）

▽
内
容　

次
の
と
お
り

○
体
験
ス
ポ
ー
ツ
…
ソ
フ
ト
ラ
ク
ロ
ス
、

太
極
拳
、卓
球
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、カ
ロ
ー

リ
ン
グ

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
…
キ
ッ

ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

○
セ
レ
モ
ニ
ー
…
空
手
演
武
、
子
ど
も
和

太
鼓
演
奏

○
出
店
…
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
そ
の
ほ
か
…
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
わ

ふ
わ
ド
ー
ム
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
上
靴
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

∧
②
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
無
料
体
験
教
室
∨

　

４
月
21
日
・
５
月
12
日
い
ず
れ
も
土
曜

日
午
前
10
時
～
11
時
、
小
学
校
１
年
生
～

３
年
生
各
10
人
（
申
込
順
、
参
加
は
１
人

１
回
ま
で
）、
上
靴
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・

動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

∧
③
１
０
０
人
の
ヨ
ガ
∨

　

４
月
30
日
（
休
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
小
学
生
以
上
の
人
１
０
０
人
（
申
込

順
）、
参
加
費
３
０
０
円
（
当
日
納
付
）、

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

申
込
・
問　

①
当
日
直
接
②
③
４
月
２
日

（
月
）
午
前
10
時
か
ら
電
話
で
池
の
里
ク

ラ
ブ
事
務
局
（
☎
８
３
９
・
７
０
０
４
）

市
民
体
育
大
会
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
部

　

５
月
20
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
、
男

子
の
部
・
女
子
の
部
、
協
会
登
録
者
又
は

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
（
中
学
生

以
下
を
除
く
）
４
人
～
８
人
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
（
個
人
で
の
参
加
可
、
申
し
込
み 池の里クラブまつり

【広告】
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

が
少
な
い
と
き
は
中
止
）、
参
加
費
１
人

２
０
０
円
（
当
日
納
付
）。

※
協
会
事
務
局
で
組
み
合
わ
せ
、
抽
選
し

ま
す
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
５
月
７
日
（
月
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

貞
兼
（
☎
８
２
８
・
４
３
９
３
）

ね
や
が
わ
自
然
塾 

～
も
っ
と
知
ろ
う
寝
屋
川
市
の
自
然
～

　

内
容
な
ど
は
下
の
表
の
と
お
り
、
自
然

に
関
心
が
あ
り
、
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
で
き
る
人
20
人
（
申
込
順
）、
参
加

費
年
３
０
０
０
円
（
通
信
費
・
資
料
代
を

含
む
）。

申
込
・
問　

４
月
２
日
～
14
日
（
日
曜
日

を
除
く
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
に
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
自
然
資
料
施
設
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
会
（
市
立
池
の
里
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
内
☎
８
３
９
・
６
８
８
２
）

打
上
川
治
水
緑
地

市
民
体
育
大
会 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

  

５
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
＝
雨
天
の

と
き
は
13
日（
日
）、３
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
、

個
人
・
団
体
戦
、
協
会
登
録
者
又
は
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
で
初
め
て
参
加
す
る

人
（
２
回
目
以
降
は
協
会
登
録
が
必
要
）、

参
加
費
１
人
３
０
０
円
。

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
と
参
加
費
を
４

月
18
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
直
接
、

「
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
」・

仲
内
（
大
利
町
22
番
27
号
☎
８
２
６
・
１

６
８
４
）

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

ノ
ア
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
募
集

　

利
用
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
プ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
・
子
ど
も
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に
関
わ
り
、
年

数
回
の
研
修
・
定
例
の
リ
ー
ダ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
活
動
に
必
要
な
知
識
を

身
に
付
け
、
希
望
に
応
じ
て
、
野
外
活
動

に
関
す
る
資
格
も
取
得
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

４
年
制
大
学
１
年
生
・
２
年
生

で
平
成
30
年
度
か
ら
３
年
以
上
、
１
年
間

を
通
し
て
宿
泊
を
含
む
活
動
が
で
き
る
人

申
込
・
問　

市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

乳
幼
児
と
親
の
自
然
体
験
活
動 

「
す
く
す
く
の
あ
」

　

５
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分
（
現
地
集
合
・
解
散
）、
花
や
葉
っ

ぱ
探
し
、
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

10
組
（
申
込
順
）、参
加
費
５
０
０
円
（
市

外
在
住
者
は
２
０
０
円
増
し
）。

申
込
・
問　

４
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

親
子
ノ
ア
キ
ャ
ン
プ

　

５
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
（
現
地
集
合
・
解
散
）、
ダ
ッ

チ
オ
ー
ブ
ン
で
鶏
の
丸
焼
き
作
り
と
森
の

探
検
、
定
員
30
人
（
申
込
順
、
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
）、
参
加
費
…
市
内
在
住
の

３
歳
～
小
学
生
＝
２
０
０
０
円
・
中
学
生

以
上
の
人
＝
２
５
０
０
円
（
市
外
在
住
者

は
２
０
０
円
増
し
）。

申
込
・
問　

４
月
13
日
（
金
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

ほ
か
の
場
所
で
の
催
し

サ
ッ
カ
ー
教
室

　

毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
45
分
、

市
立
第
一
中
学
校
、
平
成
30
年
度
に
５
歳

に
な
る
子
ど
も
～
小
学
生
、
入
会
金
３
０

ねやがわ自然塾　活動の様子

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

日　程 テーマ
活動時間と場所

午前10時～正午 午後1時～3時

4月17日自然観察の楽しみ方
池の里市民交流センター
（自然体験学習室）

4月24日春の野草 東部丘陵

5月15日身近な樹木 寝屋川公園

6月19日川と暮らし 池の里市民交流センタ
ー（自然体験学習室） 友呂岐緑道

7月17日水生生物 水生生物センター

9月18日身近な昆虫 池の里市民交流センタ
ー（自然体験学習室） 淀川河川公園

10月16日植物園の樹木 私市植物園

11月13日森の自然 市野外活動センター

１月15日市街地の野鳥

池の里市民交流センタ
ー（自然体験学習室）

打上川治水緑
地

２月19日地層と岩石 成田公園

３月12日続けよう自然観察

ねやがわ自然塾

※いずれも火曜日です。
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

０
０
円
・
会
費
月
２
５
０
０
円
。

申
込　

当
日
直
接

問　
「
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
」・
財
満
（
☎
０

９
０
・
４
０
３
９
・
６
１
０
７
）

友
呂
岐
・
二
十
箇
水
辺
ひ
ろ
ば 

花
見
・
舟
下
り

　

花
見
を
し
な
が
ら
Ｅ
ボ
ー
ト
乗
船
体
験

を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
７
日
（
土
）
午
前
10
時
～

正
午
＝
雨
天
中
止

▽
場
所　

下
の
地
図
の
と
お
り

▽
参
加
費　

無
料

申
込　

当
日
直
接

問　
「
ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」・
立
川
（
☎

０
９
０
・
２
３
８
２
・
７
３
５
６
）
又
は

市
下
水
道
事
業
課

民
踊
教
室

　

４
月
～
平
成
31
年
３
月
、
日
時
な
ど
は

左
の
表
の
と
お
り
。

申
込　

当
日
直
接

問　

藤
田
（
☎
８
２
３
・
８
９
２
１
）

レ
ス
リ
ン
グ
教
室

　

４
月
～
平
成
31
年
３
月
の
毎
週
①
土
曜

日
午
後
６
時
～
８
時
②
日
曜
日
午
前
10
時

30
分
～
正
午
、
い
ず
れ
も
市
立
点
野
小
学

校
、
幼
児
・
小
・
中
学
生
、
受
講
料
月
１

０
０
０
円
。

申
込　

当
日
直
接

問　
「
市
青
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
連
盟
」・
佐

藤
（
☎
８
２
６
・
４
７
５
９
）

前
期
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　

５
月
６
日
～
６
月
３
日
の
毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
～
11
時（
計
５
回
、雨
天
順
延
）、

田
井
西
公
園
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学

で
中
学
生
以
上
の
人
20
人
（
初
心
者
可
、

申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
参
加

費
３
０
０
０
円（
当
日
納
付
）、ラ
ケ
ッ
ト
・

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
が
必
要
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４
月
27
日
（
金
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

小
野
（
☎
８
２
０
・
３
０
６
９
）

市
民
体
育
大
会 

軟
式
野
球
の
部
兼
市
長
杯
大
会

　

５
月
26
日
（
土
）
か
ら
、
南
寝
屋
川
公

園
ほ
か
、
連
盟
登
録
チ
ー
ム
又
は
市
内
在

住
・
在
職
・
在
学
の
人
で
構
成
す
る
20
人

以
内
の
チ
ー
ム
、
参
加
費
…
社
会
人
の
部

９
０
０
０
円
・
少
年
の
部
８
０
０
０
円
・

学
童
１
部
４
０
０
０
円
・
学
童
２
部
３
０

０
０
円
。

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
と
参
加
費
を
５

月
12
日
～
13
日
の
正
午
～
午
後
６
時
に
直

接
、
府
軟
式
野
球
連
盟
寝
屋
川
支
部
（
早

子
町
３
番
１
号
☎
８
２
１
・
８
９
８
９
）

【広告】

民踊教室
場　所 曜　日 時　間

東コミュニティ
センター 第２・４土曜日 午後６時30分

～８時30分

太秦高齢者
福祉センター

第２・４火曜日 午後１時
～４時30分

月３回金曜日
（新舞踊） 午後１時～４時

南コミュニティ
センター 第２・４木曜日 午後１時30分

～４時

高倉公民館 第１・３金曜日 午後７時30分
～10時

東高齢者福祉
センター 第２・４水曜日 午前10時

～正午
※受講料は会場で異なります。

寝屋川
警察署

市役所

池田すみれ
こども園

消費生活
センター

至京都

寝
屋
川
市
駅

寝
屋
川

寝
屋
川
導
水
路

京
阪
電
車

国
道
１
７
０
号

府道
京都
守口
線

友
呂
岐
水
路

二十箇
水路

N

総合
センター

友呂岐・二十箇
水辺ひろば

友呂岐・二十箇水辺ひろば
花見・舟下り
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

市
民
体
育
大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

５
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時
＝
雨
天
の

と
き
は
13
日
（
日
）、
友
呂
岐
緑
地
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
、
協
会
登
録
者
又
は
市
内
在

住
・
在
職
・
在
学
の
人
で
監
督
１
人
と
選

手
４
人
～
５
人
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
、
参

加
費
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
未
登
録
者
が

加
入
し
た
と
き
は
別
に
１
人
１
０
０
０
円

が
必
要
、
抽
選
会
で
納
付
）。

○
抽
選
会
…
４
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
、
市
立
市
民
体
育
館
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
４
月
18
日
（
水
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

駒
走
（
☎
８
２
３
・
８
７
４
０
）

天
体
観
測
イ
ベ
ン
ト
「
星
の
学
校
」

　

５
月
12
日
・
26
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午

後
７
時
30
分
～
９
時
＝
雨
天
決
行
、
四
條

畷
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
集
合
・
解

散
）、
天
体
観
測
の
話
や
大
き
な
望
遠
鏡

で
の
観
望
な
ど
、
各
日
10
組
（
申
込
順
）、

参
加
費
５
０
０
円
。

※
天
候
に
よ
り
室
内
で
天
体
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問　

４
月
18
日
（
水
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

森
の
よ
う
ち
え
ん

∧
土
と
遊
ん
で

さ
つ
ま
芋
を
植
え
よ
う
∨

　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
２

時
30
分
＝
雨
天
決
行
、
四
條
畷
市
立
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
（
現
地
集
合
・
解
散
）、

昼
御
飯
作
り
・
さ
つ
ま
芋
植
え
体
験
、
４

歳
～
６
歳
の
子
ど
も
20
人
（
申
込
順
、
保

護
者
の
同
伴
不
可
）、
参
加
費
２
８
０
０

円
（
市
外
在
住
者
は
２
０
０
円
増
し
）。

申
込
・
問　

４
月
20
日
（
金
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

文
化
・
交
流

友
好
都
市
・
和
歌
山
県
す
さ
み
町 

宿
泊
利
用
補
助
制
度

　

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
皆
さ
ん
が

す
さ
み
町
内
で
利
用
で
き
る
宿
泊
利
用
補

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
春
の
時
期
は

ケ
ン
ケ
ン
鰹
が
有
名
で
お
造
り
が
絶
品
で

す
。
是
非
す
さ
み
町
を
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

▽
補
助
額　

１
泊
２
食
付
き
以
上
（
１
人

に
つ
き
）
…
大
人
２
０
０
０
円
～
２
５
０

０
円
、
子
ど
も
１
５
０
０
円
～
２
０
０
０

円※
宿
泊
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込　

宿
泊
施
設
に
直
接
予
約
後
、
宿
泊

日
の
前
日
ま
で
に
、
市
民
活
動
振
興
室
又

は
ね
や
が
わ
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
旅
行
総
合
サ
イ
ト
や
旅
行
代
理
店
で
の

予
約
の
と
き
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
他
の

ク
ー
ポ
ン
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
・
す
さ
み
町
都
市
提
携
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
市
市
民
活
動
振
興
室
内
）

歌
は
と
も
だ
ち

　

４
月
18
日
（
水
）
午
前
11
時
～
正
午
、

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
、
み
ん
な
で

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

市
民
活
動
交
流
会

　

４
月
12
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
市
立
市
民
会
館
第
13
会
議
室
、
市
民

活
動
に
興
味
の
あ
る
市
民
と
市
民
活
動
団

体
が
自
由
に
意
見
や
情
報
の
交
換
、
参
加

費
１
０
０
円
（
お
茶
代
）。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
１

２
・
１
１
１
６
）

南
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り 

（
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ニ
バ
ル
）

　

５
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
・
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時
、
い
ず
れ
も
市
立
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
交
流

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

【広告】【広告】

ケンケン鰹のお造り
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

【広告】

セ
ン
タ
ー
、
芸
能
発
表
会
、
作
品
展
示
・

販
売
、
模
擬
店
、
特
産
物
即
売
（
12
日
…

和
歌
山
県
す
さ
み
町
・
13
日
…
岡
山
県
美

作
市
）
な
ど
。

問　

市
立
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
２
１
・
０
３
０
１
）

西
北
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

　

５
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
・
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時
、
い
ず
れ
も
市
立
西
北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
作
品
展
示
・
芸
能
発
表
・

模
擬
店
・
特
産
物
販
売
会
（
岡
山
県
美
作

市
）
な
ど
。

問　

市
立
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
３
３
・
０
１
２
０
）

公

　演

さ
く
ら
亭

　

６
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
、
ア
ル
カ

ス
ホ
ー
ル
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
自
由
席
）、

落
語
会
、
定
員
３
０
０
人
（
申
込
順
）、

前
売
り
２
０
０
０
円
・
当
日
２
５
０
０
円
。

※
詳
し
く
は
「
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
電
話
で
ア
ル

カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎
８
２
１
・
１
２
４
０
）

ピ
ア
ノ
パ
ー
テ
ィ

　

５
月
24
日
（
木
）
午
前
11
時
30
分
、
ア

ル
カ
ス
ホ
ー
ル
１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

（
自
由
席
）、
演
奏
曲
＝
卒
業
写
真
ほ
か
、

定
員
80
人
（
申
込
順
）、
入
場
無
料
。

※
詳
し
く
は
、
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
電
話
で
ア
ル

カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎
８
２
１
・
１
２
４
０
）

生
涯
学
習

文
化
講
座

∧
母
の
日
に
贈
ろ
う
・

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た

ミ
ニ
リ
ー
ス
作
り
∨

　

５
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
の
15
歳
以
上
の
人
20
人
（
申
込
順
、

10
人
未
満
の
と
き
は
中
止
）、
参
加
費
２

０
０
０
円
。

申
込
・
問　

４
月
２
日
～
19
日
に
直
接
窓

口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎

８
２
８
・
４
１
４
１
）

文
化
講
座

∧
①
笑
い
ヨ
ガ
∨

　

４
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分
、
参
加
費
３
０
０
円
、
飲
み
物
・

タ
オ
ル
が
必
要
。

∧
②
作
り
お
き
（
生
地
）
パ
ン
作
り
＆

お
か
ず
サ
ン
ド
∨
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年４月号

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

健
康
・
福
祉

【広告】

　

４
月
26
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午
、

材
料
費
８
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
が
必
要
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

い
ず
れ
も
市
立
学
び
館
、
定
員
①
15
人

②
12
人
（
申
込
順
）。

申
込
・
問　

①
４
月
13
日
～
20
日
②
４
月

16
日
～
23
日
に
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市

立
学
び
館
（
☎
８
２
２
・
３
３
１
１
）

生
涯
学
習
情
報
誌 
（
講
座
・
イ
ベ

ン
ト
／
講
師
案
内
編
）
を
発
行

　

市
主
催
の
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
や
「
ま
ち

の
せ
ん
せ
い
」
に
登
録
さ
れ
た
指
導
者
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
市
民
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
各
シ
テ
ィ･

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ル

カ
ス
ホ
ー
ル
な
ど
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま

す
。

問　

社
会
教
育
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７

６
）日

本
語
よ
み
か
き
学
級

　

４
月
18
日
か
ら
の
毎
週
水
曜
日
①
午
後

２
時
～
４
時
②
午
後
６
時
45
分
～
８
時
45

分
∧
い
ず
れ
も
計
44
回
（
予
定
）
∨
、
市

立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
第
２
講
義
室
、
市
内
在

住
・
在
職
の
15
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
・

大
学
生
・
留
学
生
を
除
く
）、
受
講
無
料

（
課
外
学
習
に
よ
る
交
通
費
な
ど
が
別
に

必
要
）、
筆
記
用
具
を
持
っ
て
来
て
く
だ

さ
い
。

◎
①
の
み
保
育
あ
り
ま
す
（
申
し
込
み
が

必
要
）。

申
込　

４
月
18
日
（
水
）
か
ら
直
接
、
市

立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
の
教
室

問　

社
会
教
育
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７

６
）パ

ソ
コ
ン
教
室
（
初
心
者
教
室
）

　

５
月
10
日
～
６
月
28
日
の
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
計
８
回
）、
市

立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
の

基
本
操
作
な
ど
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在

学
の
15
歳
以
上
の
人
16
人
（
申
込
順
、
申

し
込
み
が
６
人
未
満
の
と
き
は
中
止
）、

受
講
料
２
万
円
（
教
材
費
１
５
１
２
円
が

別
に
必
要
）。

申
込
・
問　

４
月
２
日
～
30
日
に
直
接
窓

口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎

８
２
８
・
４
１
４
１
）

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
教
室
（
春
）

　

４
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
５

時
、
市
立
中
央
公
民
館
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー

ド
に
オ
イ
ル
チ
ョ
ー
ク
で
お
し
ゃ
れ
な
絵

や
文
字
を
描
き
ま
す
、
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
の
人
20
人
（
申
込
順
、
10
人
未
満
の

と
き
は
中
止
）、
参
加
費
２
０
０
０
円
、

持
ち
帰
る
袋
・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が

必
要
。

申
込
・
問　

４
月
２
日
～
14
日
に
参
加
費

を
持
っ
て
直
接
、
市
立
中
央
公
民
館
（
☎

８
３
８
・
０
１
８
９
）

身
体
の
ゆ
が
み
バ
ラ
ン
ス
測
定 

体
験
会

　

４
月
30
日
（
休
）・
５
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
、
１
人
12
分
程

度
）、
市
立
中
央
公
民
館
、
三
次
元
セ
ン

ｙｏｎｉｇｅ
ホールワンマンライブ
　携帯会社のＣＭソングでもおなじみの寝屋川発
ガールズロックバンド、ｙｏｎｉｇｅが初のホール
ワンマンライブを行います。
日時 　５月26日（土）午後６時
場所 　市立市民会館大ホール

申込・問　�４月１日（日）午後１時から直接、市立
市民会館の窓口（☎823・1221）

寝屋川総取

　
牛
丸
あ
り
さ
さ
ん（
ボ
ー
カ
ル・

ギ
タ
ー
）と
ご
っ
き
ん
さ
ん（
ベ
ー

ス・コ
ー
ラ
ス
）＝
写
真
右
か
ら

＝
の
２
人
組
に
よ
る
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
。市
内
で
結
成
さ
れ
る
な
ど
市

に
ゆ
か
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、広

報
ね
や
が
わ
平
成
29
年
６
月
号

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

ｙｏｎｉｇｅ　プロフィール

鑑賞チケットを販売
１枚3500円（全席指定）　※枚数制限があります。
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年４月号

サ
ー
で
体
の
動
作
を
と
ら
え
、
体
の
ゆ
が

み
、
バ
ラ
ン
ス
を
測
定
、
健
康
改
善
に
役

立
ち
ま
す
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の

人
各
20
人（
申
込
順
）、参
加
費
３
０
０
円
、

動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
（
素

足
で
測
定
し
ま
す
）。

申
込
・
問　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら
参
加

費
を
持
っ
て
直
接
、市
立
中
央
公
民
館（
☎

８
３
８
・
０
１
８
９
）

カ
ラ
オ
ケ
連
続
講
座

　

４
月
20
日
・
５
月
18
日
・
６
月
１
日
・

７
月
20
日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
午
後
２
時

～
３
時
30
分
、
市
立
中
央
公
民
館
、
課
題

曲
を
練
習
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の

人
20
人（
申
込
順
）、参
加
費
２
８
０
０
円
、

飲
み
物
が
必
要
。

※
希
望
者
に
は
自
由
曲
を
公
開
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
レ
ッ
ス
ン
（
定
員
５
人
、
希
望
者
が

多
い
と
き
は
抽
選
）。

申
込
・
問　

４
月
５
日
（
木
）
か
ら
参
加

費
を
持
っ
て
直
接
、市
立
中
央
公
民
館（
☎

８
３
８
・
０
１
８
９
）

展

　示

絵
と
せ
と
ら
水
彩
画
展
示

　

４
月
24
日
～
30
日
（
30
日
は
午
後
５
時

ま
で
）、
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

な
か
ま
の
ひ
ろ
ば

　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
登
録

団
体
が
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
し
い
団
体
が
、
活
動
紹
介

の
展
示
、
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

∧
ア
ド
バ
ン
ス
・
フ
ォ
ト
・
サ
ロ
ン
安
藤

俊
三
郎
・
写
真
と
絵
画
展
∨

　

４
月
６
日
～
11
日
午
前
10
時
～
午
後
７

時
（
11
日
は
午
後
６
時
ま
で
）。

∧
ル
ピ
ナ
ス
の
会
作
品
展
∨

　

４
月
６
日
～
11
日
午
前
10
時
～
午
後
６

時
（
11
日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

∧
こ
こ
ち
工
房
10
周
年
記
念

合
同
作
品
展
∨

　

４
月
13
日
～
18
日
午
前
10
時
～
午
後
６

時
（
18
日
は
午
後
４
時
ま
で
）。

∧
日
本
の
風
景

「
美
景
・
絶
景
・
癒
し
の
旅
」
∨

　

４
月
20
日
～
25
日
午
前
10
時
～
午
後
６

時
（
20
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
25
日
は
午

後
５
時
ま
で
）。

∧
彫
っ
て
描
い
て
二
人
展
∨

　

４
月
21
日
～
23
日
午
前
10
時
30
分
～
午

後
５
時
（
23
日
は
午
後
４
時
ま
で
）。

∧
彩
美
会
∨

　

４
月
27
日
～
５
月
２
日
午
前
10
時
～
午

後
６
時
。

問　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
☎
８
１
１
・
５

５
４
４
）

図

　書

　館

中
央
図
書
館
の
催
し

∧
古
典
芸
能
の
本
展
∨

　

４
月
４
日
～
11
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

憲
法
（
憲
法
を
知
ろ
う
）

本
展
∨

　

４
月
７
日
～
15
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
∨

　

４
月
13
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
。

∧
ビ
デ
オ
上
映
会
∨

　

４
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時
、「
１
ね

ん
１
く
み
シ
リ
ー
ズ
」。

移動図書館

４月
11日（水）

12日（木）

13日（金）

17日（火）

18日（水）

19日（木）
20日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

打上東（府営打上住宅４棟集会所前）午後２時50
分～３時40分
河北東（河北東町11番）午後２時20分～２時50
分、河北（河北中町25番中村駐車場）３時～４時
黒原橘町（和光小学校）午後２時～２時30分、中
神田（神田コーポラス前）２時40分～３時10分、
萱島信和町（リバーサイドコーポ３棟横）３時20
分～４時
音羽町（キリン堂駐車場）午後２時～２時30分、
香里北・西（香里浄水場）２時40分～３時10分、
石津（石津中町公民館）３時20分～４時
木屋（木屋小学校）午後１時15分～２時10分、三
井Ａ団地（Ａ17棟前）２時30分～３時10分、寝屋
川団地（旧明徳小学校内）３時20分～４時
ビバモール午後１時10分～３時10分
楠根南町（楠根小学校）午後１時50分～２時20
分、明和（学び館前）２時30分～３時、打上西
（西１番館仲よし広場）３時20分～４時
フドウ香里（集会棟前）午後２時40分～３時20
分、秦住宅（府営秦住宅７棟横）３時30分～４時
美井町（府営香里住宅３棟横）午後２時～２時30
分、菅相塚町（菅相塚町８番１号横）２時40分～
３時10分、成田北・東（四方黒池）３時20分～３
時50分
点野（点野小学校）午後２時10分～２時40分、仁
和寺（松下住宅17番14号前）２時50分～３時20
分、仁和寺住宅（府営仁和寺住宅13棟横）３時30
分～４時
成田東町（府営成田東住宅集会所前）午後１時50
分～２時20分、寝屋住宅（府営寝屋住宅集会所
前）２時40分～３時10分、寝屋川コーポラス（正
面玄関前）３時20分～４時
幸町（Ａ棟玄関前）午後１時20分～２時、河北住
宅（府営河北住宅９棟集会所前）２時30分～３
時、堀溝南（堀溝小学校前）３時20分～４時
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

広報ねやがわ
平成 30年４月号

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

文
化
・
交
流

健
康
・
福
祉

∧
読
書
会
∨

　

５
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
、「
海
の

見
え
る
理
髪
店
」・
荻
原
浩
著
。

∧
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
∨

　

説
明
会
…
５
月
９
日
（
水
）
午
前
10
時

～
正
午
・
講
習
会
…
５
月
16
日
～
６
月
６

日
の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
（
計

４
回
）、
説
明
会
・
講
習
会
に
全
回
参
加

で
き
、
意
欲
的
に
活
動
で
き
る
人
。

申
込　

５
月
２
日
（
水
）
ま
で
に
直
接
窓

口
又
は
電
話

問　

市
立
中
央
図
書
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
４
１
）

東
図
書
館
の
催
し

∧
か
ず
の
え
ほ
ん
の
本
展
∨

　

４
月
１
日
～
30
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
新
生
活
の
本
展
∨

　

４
月
１
日
～
30
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

問　

市
立
東
図
書
館
（
☎
８
２
３
・
０
６

６
１
）

駅
前
図
書
館
の
催
し

∧
お
べ
ん
と
う
の
本
展
∨

　

４
月
２
日
～
18
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
本
展
∨

　

４
月
７
日
～
27
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
小
学
生
の
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
（
お
は
な
し
会
）
∨

　

４
月
22
日
（
日
）
午
後
３
時
。

問　

市
立
駅
前
図
書
館
（
☎
８
１
１
・
５

５
４
４
）

出してください。
○対象…市内に活動拠点又は事務所を持
ち、継続的な活動が期待できる団体・個人
○対象事業…地域コミュニティの活性化
によるまちづくりをテーマにした①安全・
安心・助け合いの活動やイベント②少子・
高齢化に対する活動やイベント③青少年
育成に対する活動やイベント
○支援額…1団体又は1個人に年間上限
30万円（総額100万円）
申請・問　申請書を郵送又はＦＡＸで4月
1日～30日＝消印有効＝に寝屋川ロータ
リークラブ市民活動支援基金係（〒572
―0042東大利町11番1号NPO法人寝
屋川あいの会内☎801・1871、ＦＡＸ801・
1872）
※申請書は寝屋川ロータリークラブ市民
活動支援基金係で配布します。
不動産鑑定士による無料相談会
4月7日（土）午前10時～午後４時（受付
は午後3時30分まで）、守口文化センター
（エナジーホール）、不動産についての
悩みなど。
申込　当日直接
問　府不動産鑑定士協会（☎06・6203・
2100）
行政書士日曜無料相談会
4月22日午後1時～3時、総合センター、
遺言・相続・成年後見・内容証明・示談書の
作成など。
申込　当日直接
問　「大阪府行政書士会枚方支部」・渋谷
（☎814・9920）
調停手続無料相談
4月18日（水）午前10時～正午、市広報
広聴課相談室、調停制度の利用について
の相談など。
問　大阪民事調停協会（☎06・6363・
3091）
寝屋川大運動会～思い出せ、あの興奮～
4月29日（祝）午前10時10分～午後3時
30分（受付は午前9時30分から）、寝屋

川公園陸上競技場、市内で業務を行う会
社・企業・諸団体・市民30チーム（1チーム
5人～10人）、￥無料、参加チームのPR
時間もあります。
申込　4月15日（日）までに寝屋川青年
会議所ホームページ
問　一般社団法人「寝屋川青年会議
所」・北村（☎090・5907・2570）
学生対象の職業体験
4月21日（土）午後1時～5時、摂南大学
寝屋川キャンパス、地元寝屋川のいろい
ろな仕事を体験したり、体験談を聞けま
す、定員250人（先着順）、￥無料。
申込　当日直接
問　一般社団法人「寝屋川青年会議所」
（☎834・5121）
わんぱく相撲寝屋川春場所
5月13日（日）午前10時（受付は午前9時
から）、南寝屋川公園、4歳～小学校6年
生の男女、￥無料。
※詳しくは寝屋川青年会議所のホーム
ページを見てください。
申込・問　4月29日（祝）までにＦＡＸ
又はメール（アドレスはホームページを見
てください）で寝屋川青年会議所事務局
（☎ 834・5121、ＦＡＸ 831・3535）
石綿による疾病の補償・救済
中皮腫や肺がんなどを発症し、それが労
働者として石綿ばく露作業に従事してい
たことが原因であると認められたときは、
法律に基づく労災保険給付や特別遺族
給付金が支給されます。
大阪労働局又は最寄りの労働基準監督
署に相談してください。
※詳しくは厚生労働省ホームページでも
見ることができます。
問　大阪労働局労災補償課（☎06・
6949・6507）
市民公開講座「健康寿命をのばそう」
4月21日（土）午後2時～4時、アルカス
ホール、講演＝生活習慣に注意して心不
全を予防しよう・大学病院併設のデイケア
として①医師の立場から②理学療法士の
立場から、定員300人（先着順）、￥無料。
申込　当日直接
問　関西医科大学香里病院（☎832・

5321）
肝臓病教室～C型肝炎～
4月21日（土）午前10時30分～午後0時
10分、関西医科大学総合医療センター、
￥無料、筆記用具を持って来てください。
申込　当日直接
問　関西医科大学総合医療センター消
化器肝臓内科（☎06・6993・9540＝午
後2時～4時）
定期演奏会
４月28日（土）・29日（祝）いずれも午後
2時（開場は午後1時30分）、大阪国際
大学奥田メモリアルホール（守口市藤田
町）、￥無料。
問　「大阪国際大和田中・高等学校吹奏
楽部」・田阪（☎06・６９０４・１１１８）
深北イベント
＜テニス教室＞
毎週月・水曜日（計8回）、初級…午前9時
～10時・中級…午前10時30分～11時
30分、いずれも雨天中止、定員12人（申
込順）、￥9200円。
申込　直接窓口又は電話
＜フィカタックのチャレンジミッション＞
4月22日（日）午前10時～正午、植物学
者フィカタックが出すミッションをクリアし
て正式隊員になろう、￥100円。
申込　当日直接
＜ふかきたへの花道＞
4月29日（祝）午前10時～11時、深北緑地
へ続く道を彩る植物を置いてくれる人を
募集します、定員10人（先着順）、￥無料。
申込　当日直接
　　※　　　　　　　　　　※
問　深北緑地管理事務所（☎877・
7471）
寝屋川公園イベント
＜よもぎ団子を作ろう＞
4月21日（土）午前10時～正午＝少雨決
行、親子30人（申込順）、￥4歳以上1人
100円、エプロン又は汚れても良い服装・
飲み物を持って来てください。
※駐車場は有料です。
申込・問　4月18日（水）までに直接窓口
又は電話で寝屋川公園管理事務所（☎
824・8800）

公共機関・団体２
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問　「ハッピーマジック」・宮里（☎824・
2576）
読書会
毎月第4日曜日午後1時30分～4時30
分、打上公民館、ＰＨＰ誌の読書会、￥初
回無料・2回目から500円。
問　「ＰＨＰねやがわ友の会」・木下（☎
080・4829・2535）
前結び着付け
毎週火曜日午前10時～11時30分・
午後1時30分～3時、市民会館、￥月
1000円、初心者歓迎。
問　「前結び着付け研究会」・宮原（☎
090・4566・6446）
社交ダンス
月4回月曜日又は木曜日午後7時30分
～9時30分、総合センター、プロの講師
が指導、初級・中級クラス、￥月3500円。
問　「フェニックス」・座光寺（☎090・
6902・6728）
社交ダンス
月4回木曜日又は金曜日午後7時～9
時、池の里市民交流センター、プロの女

性講師が指導、初心者が対象、￥入会
1000円・月2000円。
問　「ジャスミン」・清水（☎827・1573）
社交ダンス
毎週金曜日午前10時15分～11時45
分・午後1時5分～2時35分、西高齢者
福祉センター、60歳以上の人、￥入会
1000円・月1000円、男性歓迎・随時見
学可。
問　「市老人クラブ連合会社交ダン
ス部（西教室）」・小池（☎080・4015・
8408）
フラダンス
第1～3金曜日午後1時30分～3時、ア
ルカスホール、￥月3000円、初心者・見
学歓迎。
問　「カリノパーバル」・森田（☎090・
5642・7043）
太極拳
毎週①月曜日午前10時～11時30分、
市民体育館、初心者簡化・32式剣②火
曜日午前10時～午後3時、エスポアー
ル、中級者簡化・伝統楊式、いずれも￥

月2500円、見学体験歓迎。
問　「寝屋川市太極拳協会」・喜多（☎
827・6426）
太極拳
毎週水曜日午前10時～正午、中央公民
館、肩・足・腰、体を鍛え疾病を予防し、美
容効果に優れた健康太極拳、健康に関
心がある人、￥入会1000円、月2000円。
問　「太極拳愛好会」・井上（☎090・
5099・7768）
剣道
毎週火・金・土曜日午後7時～8時45分・
午前9時～正午、市民体育館・桜小学校
など、幼児～大人、￥入会3000円・月
3000円。
問　「東脩館」・加藤（☎812・3631）
ハイキング
第4日曜日（7月・8月を除く）、関西近郊
の町歩きと標高約1000メートル以下の
山歩き、60歳～73歳程度の男性・夫婦
10人、￥無料（交通費が別に必要）。
問　「ぼちぼち会」・井口（☎820・0726
＝午後4時以降）

公共機関・団体1
長崎での平和の取材
「親子記者」参加者を募集
8月9日（木）の長崎原爆犠牲者慰霊平
和祈念式典や原爆・平和をテーマとする
いろいろなプログラムに参加しながら、
平和に取り組む人たちを取材して新聞
を作成します。取材を通して平和の尊さ
について考えてみませんか。
8月8日～11日、戦争の被害や平和の
尊さを伝えることに関心がある小学校
4年生～6年生1人と保護者1人の9組
（申し込みが多いときは抽選）。
※長崎市への往復交通費、宿泊代、滞
在中の取材補助経費は支給します。
◎詳しくは日本非核宣言自治体協議会
ホームページを見てください。
申込・問　申込書をはがき又はメール
（アドレスはホームページを見てくださ
い）で5月7日（月）＝必着＝までに日本非
核宣言自治体協議会事務局（〒852―
8117長崎市平野町7番8号長崎市平
和推進課内☎095・844・9923）
府営住宅入居者総合募集
〇募集予定…新住宅（一般世帯向けな
ど）・空き家住宅（一般世帯向け・福祉世
帯向けなど）
〇申込書配布…4月2日～16日、市役
所総合案内・総合センター・保健福祉セ
ンターの1階受付、各シティ・ステーショ
ン（期間中は無休）、堀溝サービス窓口
（土・日曜日、祝日を除く）
申込・問　郵送で4月2日～16日＝消印

有効＝に大阪府営住宅寝屋川管理セン
ター日本管財株式会社（☎812・2860）
宅地建物取引業人権推進員制度
府は、宅地建物取引での土地差別や入
居差別などをなくすため、業界団体と連
携し、「宅地建物取引業人権推進員」の
養成に取り組んでい
て、市も協力していま
す。
人権推進員を設置す
る宅地建物取引業者
は右のステッカーが
掲示され、従業員に人権についての教
育や啓発を行い、人権意識の高揚に取
り組んでいます。
問　府建築振興課（☎06・６９４１・０３５１）
点訳・朗読奉仕員中級養成講座
６月7日～11月29日の毎週木曜日、朗読
…午前10時～正午・点訳…午後1時３０
分～3時３０分（8月16日・11月15日を除
く、計24回）、府盲人福祉センター、府内
在住・在職で市町村などの初級養成講
座の修了者、又は同等と認められる人
各25人程度＜５月24日（木）実施の筆
記試験を受験する必要があります＞、￥
無料（教材の一部を実費負担するとき
があります）。
申込・問　所定の用紙を郵送、FAX又
は府ホームページで５月15日（火）＝必
着＝までに（〒540―8570大阪府福
祉部障がい福祉室自立支援課社会参
加支援グループ☎06・6944・9176＝
平日午前9時～午後6時、ＦＡＸ06・6942・
7215）
要約筆記者養成講座
6月16日～12月8日の午後1時～5時
（計21回）、府障がい者社会参加促進

センター（大阪市天王寺区生玉前町）、
府内在住・在学・在職の人で要約筆記
者として活動する意思のある人①手書
きコース②PCコース、いずれも20人程
度（受講判定試験があります）、￥無料
（テキスト代が必要）。
申込・問　所定の用紙を郵送又は府
ホームぺージで5月11日（金）＝必着＝ま
でに府民お問合せセンター「要約筆記
者養成講座」係（〒540―8570住所不
要☎06・6910・8001＝平日午前9時～
午後6時）
寝屋川ふれあい基金
○交付予定…7月
○対象…スポーツ・文化・芸術などの分
野で①青少年の健全育成活動を行う団
体又は個人②高齢者の社会教育活動
を行う団体又は個人
○助成予定金額…団体＝１件10万円
以内・個人＝１件5万円以内
申請・問　申請書を郵送で４月1日～27
日＝消印有効＝に株式会社りそな銀行
信託ビジネス部公益信託担当（〒135
―８５８１東京都江東区木場一丁目５番
６５号深川ギャザリアW２棟☎03・６７０
４・3359）
※申請書は、電話で株式会社りそな銀
行信託ビジネス部公益信託担当へ請
求、又はりそな銀行ホームページからダ
ウンロードしてください。
ニコニコ基金
寝屋川ロータリークラブは、市の心温ま
る住みよい元気なまちづくりの推進を
支援します。
○支援月…6月
※選考（1次・2次）後に支援します。事
業完了後2か月以内に完了報告書を提
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【原稿締切日のお知らせ】
○6月号…4月9日（月）
○7月号…5月14日（月）
※￥は活動にかかる費用です。
◎�平成30年度の原稿提出期限・校正

日が決まりました。詳しくは市ホーム
ページ「広報広聴課」又は広報広聴
課へ問い合わせてください。

イベント
チューリップアートの集い
4月15日（日）午前9時～正午、大利公
園＝雨天のときは大利町公民館、チュー
リップの花びらでオリジナルの作品を作
ります、￥無料。
問　「チューリップアートの会」・あいば
（☎090・1909・9932）
カラオケ・フラダンス発表会
4月16日（月）午前10時15分、アルカス
ホール、￥見学無料。
問　「カラオケ愛好会」・大西（☎080・
2449・1368）
着物着付け
4月22日（日）午前9時30分・午後1時
30分、アルカスホール、一人で着物を着
ませんか、定員10人（申込順）、￥無料、
昼食を持って来てください。
申込・問　4月16日（月）までに電話で
NPO法人「げんき会」・奥林（スターズ
内☎811・5530）
春バザー
4月22日（日）午前10時、総合センター、
日用品・食器・雑貨・衣料・古着・喫茶コー
ナーなど。
問　ワークセンター小路を支える
会（ワークセンター小路内☎820・
6135）
新婦人まつり
4月22日（日）午前10時30分～午後3
時、市民会館、落語・漫才・フラダンス・
コーラス・リコーダー・朗読などのサーク
ル発表・習字・絵手紙・クラフトかごなど
の展示、￥200円。
申込・問　「新日本婦人の会寝屋川支
部」・宮前（☎823・7411）
布ぞうり教室
①4月24日②5月22日③6月26日、い
ずれも火曜日午後1時30分、総合セン
ター、定員各10人（申し込みが多いとき
は抽選）、￥500円（初めての人は別に
作業台代500円が必要）。
申込・問　往復はがき（申し込みは1
枚につき1人月ごとに1回）に受講日、
住所、氏名を書いて①4月8日（日）②5
月8日（火）③6月8日（金）＝必着＝まで
に「わくわく未来塾」・藤本（〒572―
8533池田西町28番22号市社会福祉

協議会内☎080・3825・5907）
春季謡曲大会
4月29日（祝）午前10時～午後5時、香
里能楽堂（香里本通町）、観世流・宝生
流の素謡（すうたい）と仕舞、￥無料、来
聴歓迎。
※番組は当日、会場受付で渡します。
問　「寝屋川市謡曲協会」・森田（☎
832・1071）
定期演奏会
5月13日（日）午後１時30分（開場は午
後１時）、市民会館、市内で活動する11
団体が日頃の練習の成果を発表しま
す、￥無料（整理券が必要）。
問　「寝屋川市合唱連盟」・上林（☎
828・6114）
電子工作・ロボット教室
5月からの第３日曜日、大阪電気通信大
学寝屋川キャンパス、①電子工作の基礎
（計10回）…小学生30人②自律制御
ロボットの基礎（計8回）…小・中学生15
人、いずれも申し込みが多いときは抽
選、￥①初級2万5000円・中級3万円②
3万円。
申込・問　郵便番号、住所、氏名、学校
名・学年、電話番号を書いてFAXで「大
阪電気通信大学友電会」・大野（☎070・
5656・3113、ＦＡＸ824・1197）

募　集

童謡・唱歌・昭和歌謡
第4水曜日午前10時～11時30分、エ
スポアール、ピアノ伴奏で歌い音楽レク
リエーションで脳を活性化、￥月800円
（本代1188円が別に必要）。
問　「ぽこ・あ・ぽこ」・田辺（☎090・
9616・0098）
弦楽合奏
第2金曜日午後1時30分～4時、香里会
館（枚方市香里園町）、バイオリン・ビオ
ラ・チェロ・コントラバスの合奏ができて
平日の昼に活動できる人、￥入会1000
円・月1000円。
問　「香里ストリングス」・鈴木（☎831・
4113）
劇団いろえんぴつ
毎週水曜日①午後１時30分～３時30
分、中央公民館②午後６時～８時、池の
里市民交流センター、一緒に楽しく劇を
作りませんか、￥月1500円、未経験者
歓迎。
問　「劇団いろえんぴつ」・金沢（☎
822・0058）
ペン習字
第1・3金曜日午前10時～11時30分、市
民会館、カタカナ・ひらがなから始めま
す、￥入会1000円・月2000円。
問　「ペン習字クラブ」・前垣（☎826・
8460）
筆ペンとボールペン
①大人…第1・3水曜日午前10時～正
午・午後1時～3時②4歳～中学生…午

後3時～5時、市民会館、￥月①2000円
②1500円。
※子どもは毛筆もあります。
申込・問　「筆ペン同好会」・岡本（☎ 
090・5066・9644）
英会話
毎週金曜日（月4回）①初級…午後1
時～1時50分②中級…午後2時～2時
50分、中央高齢者福祉センター、￥月
3000円・施設使用料1回100円。
問　「シクラメン」・川下（☎833・3983）
囲碁
毎週火・金曜日正午～午後5時、東高齢
者福祉センター、市内在住の60歳以上
の有段者歓迎、￥無料。
問　「東碁友会」・荒添（東高齢者福祉
センター内☎822・3961）
囲碁
毎週土・日曜日午後1時～5時、中央公民
館、少年や女性など幅広い会員が楽し
んでいます、￥年4000円。
問　「碁友会」・三浦（☎839・9320）
将棋・囲碁
毎週水・木・金曜日午後1時～5時、西高
齢者福祉センター、市内在住の60歳以
上の人、￥年1000円。
問　「西棋会」・村田（☎090・3289・
6975）
将棋・囲碁
毎週月・火曜日正午～午後6時、池の里
市民交流センター、市内在住の人（初
級・中級者中心）、￥年2500円。
問　「棋楽会」・村田（☎090・3289・
6975）
子ども囲碁・将棋教室
毎週①日曜日午前9時30分～正午…
市民会館②月・金曜日午後4時30分～
5時30分…香里園駅前、挨拶・言葉遣
い・後片付けなどのしつけを重視した指
導（②は将棋のみ）、￥月①2000円②
1000円、初心者歓迎。
問　「寝屋川囲碁将棋街づくりの会」・
井上（☎800・6802）
楽習サークル
①英会話…月4回火～木曜日②歌で英
語を学ぶ…月2回木曜日③パソコン…
月4回月～金曜日④初心者将棋…月4
回月曜日⑤初心者囲碁…月4回水・木曜
日⑥フラワーアレンジ…月2回火曜日⑦
ペン字・小筆…月2回火・土曜日⑧コーラ
ス…毎週火曜日⑨昔の流行歌を歌う…
毎週水・土曜日、寝屋川市駅前会場・香
里園会場･市民会館のいずれか、いずれ
も58歳以上の人（市民会館は年齢を問
いません）、￥入会3000円・月1850円
～3300円。
問　「楽習サークル」・大岩（☎839・
0377）
マジック
第2・4木曜日午後1時～3時、エスポ
アール、不思議で楽しいマジックや南京
玉すだれを基本から学びます、￥3か月
3000円、見学歓迎。
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つどいの広場

子育て支援センター
施　設 日　時 内　容 申込・定員

②�たんぽぽ
　保育所
☎823・2900

４月17日（火）
午前10時～11時30分 こいのぼりづくり

当日直接
４月24日（火）
午前10時～11時30分 草花遊び・誕生会・身体測定

③寝屋川めぐ
み保育園

☎833・3301

４月①３日②17日、いずれも火
曜日午前10時30分～11時15分

年齢別交流日（こいのぼりを作ろう！）
①１歳～２歳②２歳以上

当日直接４月25日（水）、カード作り…午
前10時～11時・シアター…午前
11時15分～11時35分

春のパネルシアターと手形カード作り

④�あやめ
　保育園
☎822・1365

４月10日（火）
午前10時30分～11時30分

★バジル・レモンクラブ（ママリフレッシュ
講座「顔筋体操ですてきな笑顔」）

１歳～３歳の子どもと保護者
４月２日～９日に直接窓
口又は電話、定員８人

４月13日（金）
午後２時30分～３時30分

★デイジークラブ
（助産師さんとお話しましょう）

０歳の子どもと保護者
４月２日～12日に直接窓
口又は電話、定員８人

⑤�大阪聖母
　保育園
☎802・5620

４月３日（火）
午前10時～11時30分

赤ちゃん広場
ふれあい遊びとペープサート作り・身体計測
おおむね１歳までの子どもと保護者 当日直接

４月20日（金）
午前10時～11時30分

そらまめのおうち
おおむね２歳以上の子どもと保護者

⑥きんもくせい
　保育園
☎802・3535

４月11日（水）
午前10時15分～11時15分

赤ちゃん広場（ふれあい遊びや交流など）
０歳の子どもと保護者、妊娠中の人

当日直接
４月25日（水）
午前10時15分～11時15分

にこにこ広場
（みんなで大きなこいのぼりを作ろう）
１歳からの子どもと保護者

⑦池田すみれ
　こども園
☎828・5733

４月10日・24日、いずれも火曜
日、１歳の子ども…午前10時30
分・２歳以上の子ども…午前11時

サーキット遊び
跳び箱やマットを使って多彩な動きを楽しみ
ます 当日直接

４月17日（火）
午前10時30分～11時

親子deリズム遊戯室でリズムやダンス
１歳６か月以上の子どもと保護者

施　設 日　時 内　容 申込・定員

⑧ゆう
☎800・6694

４月６日（金）
午前10時30分～11時30分

わらべうた　胎教＆ベビーマッサージ
（マタニティサッシュベルトで記念撮影）
妊娠中の人、12か月までの子どもと保護者

４月３日（火）から直接
窓口又は電話、定員６組
程度、オイル代200円

４月11日（水）
午前11時～11時30分

にっこり絵本の時間
（大型絵本・パネルシアター・紙芝居など） 当日直接

⑨そら
☎380・7436

４月11日（水）
午前10時30分～正午

そらベビ（赤ちゃん交流会）
０か月～12か月の子どもと保護者

当日直接
４月18日（水）午前11時～正午

そららん（１歳児交流会）
１歳～２歳の誕生日月までの子ども、参
加者のみランチタイムあり

�⑩きしゃぽっぽ
☎865・8005

４月５日（木）・13日（金）・17日
（火）・24日（火）の午前10時30
分～11時30分

２歳教室
（①作って遊ぼう②★親子でリトミック
③親子でABC④ふれあい遊び・交流会）
２歳～３歳未満の子どもと保護者

前日までに電話、定員
10組

４月28日（土）
午前10時45分～11時45分

誕生会
就学前の子どもと保護者 前日までに電話、定員10人

⑪はる
☎814・6262

４月13日（金）
午前10時30分～正午

わらべうたベビーマッサージ
妊産婦の見学可

４月12日（木）までに直
接窓口又は電話、定員８
組、オイル代100円

４月19日（木）
午前10時30分～正午

おかたづけ講座
みんなで楽しくお片付けの悩みを解消し
ませんか

前日までに直接窓口又は
電話、定員８組

⑫こころ
☎800・6838

４月４日（水）午前11時～11時30分 おたんじょうび会
当日直接４月26日（木）

午前10時30分～11時30分
ふわふわこいのぼり

～こころの青空にす～いすい～

（就学前までの子どもと保護者対象、所在は左ページ下の②～⑦）

（おおむね３歳未満の子どもと保護者対象、所在は左ページ下の⑧～⑫）



45 広報ねやがわ
平成 30年４月号

て子 育地域で地域で

こどもセンター ☎８３９・８８１5所在は下記①
開所午前10時～午後４時
（第２日曜日休所）

おやこほっとステーションおやこほっとステーション（就学前までの子どもと保護者対象）（就学前までの子どもと保護者対象）

市立こどもセンター内☎８３９・８８１７ファミリー・サポート・センターファミリー・サポート・センター

　市内12か所に設置している地域子育て支援拠点（こどもセンター、子育て支援センター、つどいの広場）で
は、親子で楽しめるいろいろなイベントを行っています。費用などの記載のないものは無料ですので、利用して
ください（★は講座です）。

　育児の援助をしてほしい人（依頼会員）と援助をしたい人（提供会員）が互いに助け合う有償ボランティア
の会員組織です（小学校６年生まで利用できます）。

日　時 内　容 申込・定員
４月10日・17日、いずれも火曜
日①午前10時15分②午前11時
10分

赤ちゃん交流会
①０か月～７か月②８か月～12か月、妊娠
中の人の参加可

当日直接
※詳しくは問い合わせてください４月12日（木）

午前10時30分～11時15分
ぺんぎん交流会

１歳～１歳６か月

４月16日（月）午後１時 歯科相談
歯科医師が来てくれます

４月18日（水）
午前10時30分～正午

★ママによるママのための
～スクラップブッキング～

就学前の子どもを持つ保護者

４月５日（木）午前９時から
直接窓口又は電話、定員12人
（保育あり）、材料費100円

４月24日（火）午前10時30分 こどもの日のつどい
～ママさんバンドによる、楽しい演奏もあるよ～ 当日直接

４月26日（木）午前10時30分 誕生会「４月生まれ集まれ～」
カードに手形を押せます

５月２日（水）
午後１時～１時45分

歯ブラシ全身マッサージ
鍼灸師（しんきゅうし）による、歯ブラシ
１本でできるマッサージ

４月17日（火）午前10時から
直接窓口又は電話、定員８組
※詳しくは問い合わせてください

５月８日（火）
午後１時30分～２時30分

ちびっこマッサージ
１歳以上の子ども対象のオイルマッサージ

４月17日（火）午前10時から
直接窓口又は電話、定員８組、
オイル代500円
※詳しくは問い合わせてください

日　時 内　容 申込・定員
４月６日（金）午前10時15分
　　14日（土）午前10時15分
　　19日（木）午後１時15分

依頼会員説明会
会員登録には説明会の受講などが必要です 予約が必要

※詳しくは問い合わせてください
随時(午前10時～午後2時) プチ体験

依頼会員と提供会員が仮のペアで体験

①八坂町28番13号②打上南町２番１号③緑町13番20号④萱島南町12番３号⑤東香里園町９番６号⑥木屋町６番３号⑦池田
一丁目20番15号⑧市立三井小学校内⑨高柳六丁目13番５号⑩萱島信和町13番１号⑪葛原新町14番１号⑫木田町18番１号

所在
一覧

今月の
出前広場

市内のいろいろな場所で楽しい遊びなどを紹介します。気軽に遊びに来てください（申込不要）。
1号三井公園…4日（水）午前10時30分～11時、田井西公園…６日（金）午前10時30分～11時、ふれあいプラ
ザ香里…11日（水）午前10時30分～正午、万代寝屋川西店２階休憩スペース…12日（木）午前10時～11時30
分、神田中央公園…14日（土）午前10時～11時、トップワールド黒原店…18日（水）午後３時30分～４時、南
コミュニティセンター分館…19日（木）午前10時～正午、ビバモール寝屋川２階…25日（水）午後１時30分～
３時、友呂岐緑地公園（たこ公園）…27日（金）午前10時30分～11時30分
※屋外で実施するものは、雨天のときは中止します。問　子育て支援課
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　２月28日、市ふるさと大使の豪栄道関が、市立宇谷
小学校をサプライズ訪問しました。
　児童は大喜びで、会場からは大きな歓声が上がりま
した。質問コーナーは、「僕も」「私も」、とたくさん質問
が飛び交い、市のヒーローとの交流を深めました。
　また、３月１日には、市立保健福祉センターで行われ
た食育推進講座にゲストとして登場し、クイズなどを市
民と楽しみました。

　２月14日、「はちかづきプリンセス」の皆さんが市役
所を訪れ、３月に広島県尾道市で行われる「春季全日
本小学生男女ソフトボール大会全国大会」への出場を
北川市長へ報告しました。
  「はちかづきプリンセス」は、市ソフトボール協会学
童部に所属する小学生女子チーム「田井ブレイクス」

「レッドガールズ」「北っ子ファイヤーズ」の３チームか
らなるチームで、平成29年11月に開かれた府予選で
準優勝し、全国大会に出場します。「優勝目指して頑張
ります」と出場に向けての意気込みを語っていました。

豪栄道関に児童ら大歓声、食育も

小学生女子ソフトボールチーム
はちかづきプリンセス全国大会へ

　市立石津小学校が、道徳と特別活動の教育研究賞
で、最優秀賞の文部科学大臣賞を受賞しました。
　これは、児童の道徳性や道徳的実現の指導、道徳的
実践力を育てる研究など、優れた道徳教育や特別活動
の実践的研究が対象で、市立石津小学校は平成30年
度から教科化される「特別の教科 道徳」で市独自の教
材「道徳ノート」を活用した実践研究への取り組みが評
価されました。

　打上川治水緑地の上空で繰り広げられた空中戦
です。小柄なたか（左から２羽目）が３羽～４羽
のからすに追われていました。たかは、からすよ
りひと回り小さな「はいたか」のようです。から
すは、前後からたかを挟むように飛んでいます。
たかやわしの姿が見られるのは、地域に自然環境
が残っている証拠です。たかについ、肩入れして
しまいます。

石津小学校が文部科学大臣賞受賞

からす、たかを追う
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　平成28年度に着手し、計画・設計段階から寝屋川再
生ワークショップで市民や学生と市が意見を出し合っ
て整備を進めてきた「太秦２号公園」が完成しました。
　山新池の水辺に親しめるなど、身近な自然環境
を生かした公園を目指しました。野鳥観察ができ
るウッドデッキや遊歩道などが完成し、より快適
な空間となっています。

　２月15日、高宮ポンプ場整備事業の雨水幹線建設工
事の起工式を行い、関係者など約100人が参加しまし
た。
　地盤の低い地域の浸水被害を防ぐため、雨水幹線

（下水道管）を設け、そこを通った雨水をくみ上げて讃
良川に流すポンプ場を整備する事業です。
　平成30年３月から、小路南町から秦町までの約1.8
キロメートルを整備し、33年度末の完成を目指します。

太秦２号公園が完成高宮ポンプ場整備事業起工式

　２月25日、「寝屋川ハーフマラソン2018」を開
催しました。
　当日は素晴らしい青空の下、約5,000人のラン
ナーが全国各地から集まり熱いレースを繰り広
げ、ゲストランナーの千葉真子さんと森脇健児さ
んらが盛り上げました。
　ハーフマラソンの優勝者には、11月25日（日）
に行われる大阪マラソンの出場権などが贈られま
した。約1,400人のボランティアに支えられるな
ど、市民の皆さんの応援本当にありがとうござい
ました。

　厳しい寒さが続いたこの冬。「今年は大丈夫だ
ろうか？」と、訪ねてみました。
　宇谷町の駐車場でアスファルトの隙間に生えた
この水仙。逆境にあるだけに、公園の花壇や淀川
堤防では１月から咲いてるのに、３月に入ってよ
うやく花を開き始めました。やはり、頑張ってい
ました。

ハーフマラソン、大盛況

今年も咲いた　
ど根性水仙
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市の人口・世帯数（３月１日現在）

人口　計 235,388 人（前月比 -170） 109,354 世帯（-18）
男 114,108 人（-101）

女 121,280 人　（-69）
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広報誌が届かないときは 広報広聴課に連絡してください。

　早いもので平成30年度のスター
トですね。年を重ねるごとに一年一
年が本当に早いなと感じます。
　３月30日～４月８日に打上川治水緑地
で桜のライトアップを行っています。
皆さんはもう行きましたか？

No.1381

ま

市内在住又は在住予定で、市に
婚姻届出をした人

市民課（夜間・休日などは守衛室）

　市に婚姻届出をした人に、市マスコット・キャ
ラクター「はちかづきちゃん」と「ねや丸くん」
のペアぬいぐるみをプレゼントします。

対　象

配布場所

　市の木・桜を生かした市のシティプ
ロモーション事業「サクラ☆プロジェ
クト」の始動記念事業として、子ども
の名前を刻印したプレートを打上川治
水緑地に植樹する桜の木に設置します。
　プレートは９月に設置予定です（平
成 29年度申し込みの人）。

問　市民課（戸籍担当）

桜の木の
赤ちゃん誕生記念プレート
名前を刻印しませんか

婚姻届出時に
記念品をプレゼント

4 月１日　 から日

婚姻届・赤ちゃん出生
もっとハッピーに！

平成30年4月1日～31年 3月 31日に
出生と同時に市の住民となり、平成 31
年５月31日まで継続して市の住民であ
る子ども（申し込みが多いときは抽選）

出生月の 2か月後の
月末までに直接

※�乳児用防災グッズアンケー
トの回答が必要です。

対　象

申　込

写真などを入れて、
記念に飾ることが
できます♪
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